
日
蓮
遺
文
の
国
王
た
ち

―
印
度
・
西
域
篇
―

（
一
）

「
浄
飯
王
」

高
森
大
乗

一

、
は

じ

め
に

「
法
定

ま

り
て

国

清
め

り

」
…
日

蓮

遺
文
『
四
信

五

品
鈔

』（
『
昭

ほ
う

さ
だ

く
に

す

し

し

ん

ご

ほ

ん

し

ょ

う

和
定

本

日
蓮

聖

人
遺

文

』
一

二

九
九

頁

）
の

一

節
で

す

。

中

国

陳

王

朝

の

第

三

代

帝

主

廃

帝

・

第

四

代

宣

帝

・

後

主

ち
ん

は
い
て
い

せ
ん
て
い

叔

宝
ら

の

皇
帝

た

ち
や

、
随

王

朝
の

煬

帝
（
五

六

九
～

六

一
八

）

し
ゅ
く
ほ
う

ず
い

よ
う
だ
い

は

、

天

台

大

師

智

顗

（

五

三

八

～

五

九

七

）

を

尊

信

し

て

仏

教

を

て

ん

だ

い

だ

い

し

ち

ぎ

保

護

・

奨

励

し

、

こ

れ

に

よ

り

天

台

山

国

清

寺

を

中

心

に

中

国

全

て
ん
だ
い
さ
ん

こ

く

せ

い

じ

土

に

法

華

一

仏

乗

の

思

想

が

流

布

し

た

と

い

わ

れ

ま

す

。

智

顗

は

煬

帝
よ

り

「
智

者

大
師

」

の
号

を

贈
ら

れ

ま
し

た

。

ち

し

ゃ

だ

い

し

治

安

の

混

乱

や

僧

尼

の

堕

落

な

ど

に

よ

っ

て

頽

廃

し

た

奈

良

を

離

れ

、

平

安

京

遷

都

を

成

し

遂

げ

た

日

本

の

第

五

〇

代

天

皇

桓

武

天

皇

（

七

三

八

～

八

〇

六

）

は

、

抜

本

的

な

宗

教

政

策

に

乗

か

ん

む

て

ん

の

う

り
出

し

、
伝
教

大

師
最

澄
（
七
六

七

～
八

二

二

）
を
外

護

し
て

、

で
ん
ぎ
ょ
う
だ
い
し

さ
い
ち
ょ
う

年

分

度

者

（

天

台

法

華

宗

に

て

得

度

を

許

さ

れ

る

者

の

定

員

を

定

ね

ん

ぶ

ん

ど

し

ゃ

と

く

ど

め

た

允

許

）

の

官

符

を

下

す

な

ど

、

比

叡

山

延

暦

寺

の

発

展

に

貢

ひ

え

い

ざ

ん

え
ん
り
ゃ
く
じ

献

し

ま

し

た

。

晩

年

の

最

澄

は

、

か

つ

て

奈

良

時

代

に

鑑

真

和

尚

が

ん
じ
ん
わ
じ
ょ
う

（

六

八

八

～

七

六

三

）

ら

に

よ

っ

て

伝

え

ら

れ

た

小

乗

戒

の

戒

壇

院

と

は

異

な

る

、

法

華

一

乗

思

想

に

基

づ

い

た

大

乗

菩

薩

戒

の

授

受

を

行

う

戒

壇

院

を

建

立

す

る

た

め

刻

苦

勉

励

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

最

澄

歿

後

の

天

長

四

年

（

八

二

七

）

に

淳

和

天

皇

（

七

じ
ゅ
ん
な
て

ん
の
う

八
六

～

八
四

〇

）
の
公

許

を
得

て

近
江

国

に
戒

壇

院
が

建

立
さ

れ

、

更

に

貞

観

八

年

（

八

六

六

）

に

は

勅

し

て

「

伝

教

大

師

」

と

で

ん

ぎ

ょ

う

だ

い

し

追
諡
さ
れ
て
い
ま
す
。

か

く

し

て

確

立

さ

れ

た

法

華

一

仏

乗

に

よ

る

仏

法

の

安

定

が

、

国

家

に

平

安

を

も

た

ら

し

、

王

法

を

繁

栄

さ

せ

た

こ

と

を

述

べ

た

の
が

、

冒
頭

の

一
節

で

す
。

日

蓮

聖

人

（

一

二

二

二

～

一

二

八

二

）

は

、
『

立

正

安

国

論

』

に
ち
れ
ん
し
ょ
う
に
ん

り
っ
し
ょ
う
あ
ん
こ
く
ろ
ん

の

上

奏

や

度

々

の

国

家

諫

暁

と

い

う

行

為

に

も

示

さ

れ

る

通

り

、

王

法

と

仏

法

の

関

係

に

対

す

る

関

心

を

強

く

も

っ

て

い

た

人

物

と

し

て

知

ら

れ

ま

す

。

大

正

一

一

年

（

一

九

二

二

）

一

〇

月

一

三

日

、

生

誕

七

〇

〇

年

を

期

し

日

蓮

聖

人

が

大

正

天

皇

よ

り

「

立

正

大

師

」

の

諡

号

を

宣

下

さ

れ

て

か

ら

九

〇

回

目

に

あ

た

り
っ

し

ょ
う

だ
い

し

る

今

月

を

記

念

し

、

本

号

よ

り

「
日

蓮

遺

文

の

国

王

た

ち

」

と



題

し

て

、

印

度

・

西

域

・

中

国

・

三

韓

・

日

本

の

国

主

・

帝

王

ら

を

、

日

蓮

聖

人

が

ど

の

よ

う

に

理

解

し

認

識

さ

れ

て

い

た
か
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま

ず

は

、

日

蓮

遺

文

中

に

登

場

す

る

印

度

・

西

域

の

国

王

た

ち

を

見

て

参

り

ま

し

ょ

う

。

仏

典

に

は

、

仏

菩

薩

の

本

生

譚

・

ほ
ん
じ
ょ
う
た
ん

本

事

譚

や

、

過

去

世

・

未

来

世

の

物

語

・

来

歴

譚

に

至

る

ま

で

、

ほ

ん

じ

た

ん

数

多

く

の

国

主

が

登

場

い

た

し

ま

す

が

、

本

連

載

で

は

、

こ

れ

ら

の

う

ち

歴

史

上

実

在

し

た

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

国

王

・

帝

主

を

取

り

上

げ

た

い

と

思

い

ま

す

。

遺

文

中

に

は

、

印

度

の

前

六

～

五

世

紀

頃

の

十

六

大

国

の

時

代

か

ら

七

世

紀

の

ヴ

ァ

ル

ダ

ナ

王

朝

期

に

至

る

ま

で

の

六

つ

の

王

朝

に

亘

っ

て

、

代

表

的

な

一

七

（

ま

た

は

一
六

）

名
の

国

王
が

登
場

し

ま
す

。

な

お

、

典

拠

と

し

て

示

し

た

各

遺

文

の

頁

数

は

、

立

正

大

学

日

蓮

教

学

研

究

所

編

『

昭

和

定

本

日

蓮

聖

人

遺

文

』
（

身

延

山

久

遠

寺

、

二
〇

〇

〇
年

）

の
収

載

頁
数

と
な

り

ま
す

。

二

、
十

六

王

国
併

立

時

代
の

王

じ
ゅ
う
ろ
く
お
う
こ
く

へ
い
り
つ

十

六
王

国
（
十

六
大

国

）
と

は

、
釈

尊

在

世
の

前

後
に

亘

り

、

し
ゃ
く
そ
ん

前

六

世

紀

頃

か

ら

前

五

世

紀

頃

に

か

け

て

古

代

印

度

に

形

成

さ

れ

、

相

互

に

争

っ

て

い

た

諸

国

の

総

称

で

す

。

十

六

大

国

の

国

名

に

は

諸

説

あ

り

ま

す

が

、
『

長

阿

含

経

』
（
『
正

蔵

』

一

巻

三

四

頁

じ
ょ
う
あ
ご
ん
ぎ
ょ
う

ｂ

）
に

よ

れ
ば

、
①

鴦

伽
（A

nga

、
ア

ン

ガ

）
、
②
摩

竭

陀
（M

agadha

、

マ

ガ

ダ

）
、

③

迦

■

（K
asi

、

カ

ー

シ

ー

）
、

④
居

薩

羅

（K
osala

、

コ

ー

サ

ラ

）
、

⑤

抜

祇

（V
rjj

、

ヴ

ァ

ッ

ジ

）
、

⑥

末

羅

（M
alla

、

マ

ッ

ラ

）
、

⑦

支

提

（Cedi

、

チ

ェ

テ

ィ

）
、

⑧

抜

沙

（V
atsa

、

ヴ

ァ

ッ

サ

）
、

⑨

居

楼

（K
uru

、

ク

ル

）
、

⑩

般

闍

羅

（Panchala

、

パ

ン

チ

ャ

ー

ラ

）
、

⑪

阿

湿

波

（A
svaka

、

ア

ッ

サ

カ

）
、

⑫

阿

般

提

（A
vanti

、

ア

ヴ

ァ

ン

テ

ィ

）
、

⑬

婆

蹉

（M
atsya

、

マ

ツ

ヤ

）
、

⑭

蘇
羅

婆
（Surasena

、
シ
ュ

ー

ラ
セ

ー

ナ

）
、
⑮
乾
陀

羅
（G

andhara

、

ガ

ン

ダ

ー

ラ

）
、

⑯

剣

■

沙

（K
am

boja

、

カ

ン

ボ

ー

ジ

ャ

）
、

の

一

六

国
が

あ

っ
た

と

伝
え

ら

れ
ま

す

。

い

ま

、

十

六

王

国

併

立

時

代

の

諸

王

の

う

ち

、

日

蓮

遺

文

中

に

お

け

る
釈

尊
在

世

当
時

の

国
王

と

し
て

は

、
浄

飯

王

、
波

斯

匿
王

じ
ょ
う
ぼ
ん
の
う

は

し

の

く

お

う

・

頻

婆

娑

羅

王

・

優

陀

延

王

・

阿

耆

達

王

・

波

瑠

璃

王

・

び

ん

ば

さ

ら

お

う

う

だ

え

ん

お

う

あ

ぎ

た

お

う

は

る

り

お

う

阿

闍

世

王

が

み

え

ま

す

。

本

号

で

は

、

こ

の

う

ち

浄

飯

王

に

つ

い

あ

じ

ゃ

せ

お

う

て

触
れ

た

い
と

思

い
ま

す
。

（
一

）

浄

飯

王

じ
ょ
う
ぼ
ん
の
う

梵

名S
u
d
d
h
o
d
a
n
a

（

シ

ュ

ッ

ド

ー

ダ

ナ

）
。

首
圖

駄

那

な

ど

し

ゅ

ど

だ

な

と

音
写
し
、
漢
名

を
白
飯
・
浄
飯
・

真
浄
な
ど
と
訳
し
ま
す
。



中

印

度

のK
a
p
i
l
a
v
a
s
t
u

（

迦

毘

羅

城

）

の

城

主

で

あ

り

、S
i

か

ぴ

ら

じ

ょ

う

m
h
a
h
a
n
u
s

（

師

子

頬

王

）

の

長

子

、

釈

尊

の

父

で

す

。

王

の

し

し

き

ょ

う

お

う

兄
弟
に
は
所
説
あ
り
ま
す
が

、『
仏

本

行

経
』
等
に
は
、
白

飯
王

ぶ
つ
ほ
ん
ぎ
ょ
う
き
ょ
う

は
く
ぼ
ん
の
う

・

斛

飯

王

・

甘

露

飯

王

の

三

人

の

弟

と

甘

露

味

と

い

う

一

人

の

妹

こ
く
ぼ
ん
の
う

か

ん

ろ

ぼ

ん

の

う

か

ん

ろ

み

が

い

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

隣

国

のK
o
l
i
y
a

（

拘

利

）

族

のS
u

く

り

p
r
a
b
u
d
d
h
a

（

善

覚

）

の

二

女M
a
y
a

（

マ

ー

ヤ

、

摩

耶

）

を

妃

ま

や

に

迎

え

、

父

王

の

後

を

継

い

で

王

と

な

り

ま

し

た

。

摩

耶

夫

人

と

の

間

に

生

れ

た

の

がS
i
d
d
h
a
r
t
h
a

（

悉

達

多

太

子

）
、

後

し

っ

だ

っ

た

の

仏

陀

で

す

。

摩

耶

は

産

後

七

日

に

歿

し

、

悉

達

多

太

子

は

第

二

夫

人

（

一

説

に

摩

耶

の

妹

）

のM
a
h
a
p
r
a
j
a
p
a
t
i

（

マ

ハ

ー
プ
ラ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
、
摩

訶

波
舎

波

提

）
に

養

育
さ

れ

ま
し

た

。

ま

か

は

じ

や

は

だ

い

浄

飯

王

は

太

子

の

出

家

を

憂

い

、

留

め

よ

う

と

し

ま

し

た

が

阻

止

で

き

ず

、

太

子

の

出

家

し

た

後

も

帰

城

を

勧

め

ま

し

た

が

、

そ

の

志

の

堅

い

こ

と

を

知

る

に

及

ん

で

五

人

の

同

行

者

（

五

比

丘

）

を

遣

わ

し

ま

し

た

。

太

子

は

成

道

し

仏

陀

と

ご

び

く

な
り
、
後
に
は
王
自
身
も
仏
道
に
帰

依
し
た
と
い
い
ま
す
。

日

蓮
遺

文

で
は

、
『
開

目

抄

』
（
五
五

〇
頁

）
、
『
兄

弟

鈔

』
（
九

か
い
も
く
し
ょ
う

き
ょ
う
だ
い
し
ょ
う

二

三
頁

）
、
『
法

蓮

鈔

』
（
九
三

五
頁

）
、
『
千
日

尼
御

前

御
返

事

』

ほ
う
れ
ん
じ
ょ
う

（

一

五

三

八

頁

）
、
『

四

条

金

吾

殿

御

返

事

』
（

一

六

六

六

頁

）

な

ど

に

釈

尊

の

父

と

し

て

、
『

法

華

題

目

鈔

』
（

三

九

八

頁

）
、
『

法

蓮

鈔

』
（

九

三

五

頁

）

に

提

婆

達

多

の

叔

父

、
『

開

目

抄

』
（

五

六

二

頁

）
に

は

羅
■

羅

の
祖

父

と
し

て

そ
の

名

が
み

え

ま
す

。

ら

ご

ら

『

兄

弟
鈔

』
（

九
二
七

～

九
二

八

頁
）

で

は
、

釈

迦

如

来

は

太

子

に

て

を

は

せ

し

時

、

父

の

浄

飯

王

、

太

子

を

を

し

み

た

て

ま

つ

り

て

出

家

を

ゆ

る

し

給

わ

ず

。

四

門

に

二

千

人

の

つ

わ

も

の

を

す

へ

て

ま

ほ

ら

せ

給

ひ

し

か

ど

も

、

終

に

を

や

の

御

心

を

た

が

へ

て

家

を

い

て

さ

せ

給

ひ

き

。

一

切

は

を

や

に

随

ふ

べ

き

に

て

こ

そ

候

へ

ど

も

、

仏

に

な

る

道

は
随

は

ぬ
が

孝

養
の

本

に
て

候

か

。
さ
れ

ば

心
地

観

経
に

は

、

も
と

孝

養

の

本

を

と

か

せ

給

ふ

に

は

、

棄

恩

入

無

為

真

実

報

恩

者

等

云

云
。

と

、

父

母

の

心

に

随

わ

ず

と

も

父

母

の

孝

養

・

報

恩

と

な

っ

た

例

と

し

て

釈

尊

の

出

家

を

あ

げ

、
「

恩

を

棄

て

無

為

（

仏

道

）

に

入

む

い

い

る

は

真

実

報

恩

の

者

な

り

」
（

典

拠

は

『

心

地

観

経

』

と

し

ま

す

し

ん

じ

か

ん

ぎ
ょ

う

が

未

詳

）

の

最

た

る

も

の

と

し

て

引

き

ま

す

。
『

報

恩

抄

』
（

一

一

九

二

頁

）
、
『

兵

衛

志

殿

御

返

事

』
（

一

四

〇

五

頁

）

に

お

い

て

も
、

同

様
の

義

が
説

か

れ
ま

す

。

ま

た

、
『

撰

時

抄

』
（

一

〇

〇

五

・

一

〇

二

〇

頁

）

で

は

、

釈

尊

が

父

に

『

観

仏

三

昧

経

』

を

、

母

に

『

摩

訶

摩

耶

経

』

を

説

い

ま

か

ま

や

き

よ

う

て

、

父
母

に

孝
養

の

道
を

尽

く
し

た

こ
と

が

述
べ

ら

れ
ま

す

。

た

か
も
り

だ
い

じ
ょ
う

（
法
華

会
評
議

員
・
立

正
大

学
准
教
）



日
蓮
遺
文
の
国
王
た
ち

―
印
度
・
西
域
篇
―

（
二
）

「
波
斯
匿
王
・
頻
婆
娑
羅
王
」

高
森
大
乗

『

法

華

』

九

七

巻

一

〇

号

に

引

き

続

き

、

印

度

・

西

域

の

諸

王

の

事

蹟

を

確

認

し

、

ま

た

日

蓮

遺

文

中

の

記

述

を

概

観

し

て

、

こ

れ

ら

諸

王

に

対

す

る

日

蓮

聖

人

の

理

解

と

認

識

に

つ

い

て

述

べ

た

い
と

思

い
ま

す

。

な

お

、

諸

王

の

事

蹟

に

い

て

は

、

主

に

望

月

信

亨

編

『

望

月

仏

教

大

辞

典

』
（

世

界

聖

典

刊

行

会

）
、

立

正

大

学

日

蓮

教

学

研

究

所

編

『

日

蓮

聖

人

遺

文

辞

典

』

歴

史

篇

（

身

延

山

久

遠

寺

）
、

中

村

元

編

『

広

説

仏

教

語

大

辞

典

』
（

東

京

書

籍

）

な

ど

に

基

づ

い

て

、
紹

介

し
ま

す

。

（

二
）

波

斯
匿

王

は

し

の

く

お

う

梵

名

Prasenajit

（

プ

ラ

セ

ー

ナ

ジ

ッ

ト

）
。

波

斯

匿

・

鉢

羅

犀

那

折

多

・

卑

先

匿

な

ど

と

音

写

し

、

漢

名

は

勝

軍

・

勝

光

・

和

悦

・

明

光

・

月

光

（

こ

れ

に

対

し

て

釈

尊

は

日

光

と

呼

ば

れ

た

）

な

ど

と

訳

さ

れ

ま

す

。

在

位

は

、

前

六

世

紀

頃

ま

た

は

前

五

世

紀

頃

と

伝

え
ら

れ

ま
す

。

釈

尊

在

世

中

の

中

印

度

コ

ー

サ

ラ

国

（K
osala

、

■

薩

羅

国

）

舎

衛

城

の

王

。

父

は

同

城

主

ブ

ラ

フ

マ

ダ

ッ

タ

（Brahm
adatta

）

し
ゃ
え
い
じ
ょ
う

あ

る

い

は

前

王

マ

ハ

ー

コ

ー

サ

ラ

（M
ahakosala

）

と

い

わ

れ

、

釈

尊

降

誕

の

日

に

生

ま

れ

、

釈

尊

成

道

の

年

に

即

位

、

コ

ー

サ

ラ

国

と

カ

シ

国

（K
asi

、

迦

■

国

）

を

領

有

し

大

い

に

威

を

奮

い

ま

し

た

。

深

く

仏

教

に

帰

依

し

、

八

〇

歳

で

歿

し

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。王

の

即

位

お

よ

び

釈

迦

族

と

の

婚

姻

に

つ

い

て

は

、

『

増

一

阿

含

経

』

に

詳

し

く

説

か

れ

ま

す

。

波

斯

匿

王

は

、

釈

尊

ぞ

う

い

つ
あ

ご

ん
ぎ

ょ

う

が

成

道

し

て

ま

も

な

い

頃

に

即

位

し

、

釈

迦

族

よ

り

后

を

娶

ら

ん

と

し

ま

し

た

。

釈

迦

族

は

波

斯

匿

王

が

暴

悪

無

信

の

た

め

、

妃

を

差

し

出

さ

な

け

れ

ば

い

ず

れ

侵

略

に

及

ぶ

こ

と

を

危

惧

し

ま

し

た

。

ま

た

、

一

族

の

血

筋

を

種

性

高

貴

で

あ

る

と

自

負

す

る

釈

迦

し
ゅ
し
ょ

う
こ
う
き

族

に

と

っ

て

、

下

賎

の

王

と

の

婚

姻

は

忌

む

べ

き

こ

と

で

も

あ

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

釈

子

大

名

の

マ

ハ

ー

ナ

マ

（M
ahanam

a

、

摩

訶

摩

男

・

摩

訶

那

摩

・

摩

訶

男

）

は

、

一

計

を

案

じ

、

自

分

と

ま

か

ま

な

ん

ま

か

な

ま

ま

か

な

ん

婢

女

と

の

間

に

生

ま

れ

た

容

姿

端

麗

な

一

女

マ

ッ

リ

カ

ー



（M
allika

、

末

利

）

を

釈

種

（

釈

迦

族

出

身

）

の

女

と

偽

っ

て

嫁

ま

り

し
ゃ
く
し
ゅ

が

せ

ま

し

た

。

王

は

こ

れ

を

第

一

夫

人

と

し

て

迎

え

、

一

男

ヴ

ィ

ド

ゥ

ー

ダ

バ

（V
idudabha

、

毘

瑠

璃

・

毘

流

勒

・

波

瑠

璃

・

破

瑠

び

る

り

び

る

ろ

く

は

る

り

璃

・
毘

盧

釈
迦

）

を
も

う

ま
す

。

び

る

し

ゃ

か

『

中

阿

含

経

』

に
よ

れ

ば
、

王
は

、

先
に

帰

仏
（

釈

尊
に

帰

依

ち
ゅ
う
あ
ご
ん
ぎ
ょ
う

き

ぶ

つ

き

え

す

る

こ

と

）

し

て

い

た

末

利

夫

人

の

導

き

で

優

婆

塞

（

在

家

の

信

う

ば

そ

く

者

）

と

な

り

、

仏

教

を

外

護

し

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、

王

の

も

う

ひ

と

り

の

太

子

ジ

ェ

ー

タ

（Jeta

、

祇

陀

・

祇

多

）

は

、

ぎ

た

自

身

が

所

有

す

る

林

園

を

ス

ダ

ッ

タ

（Sudatta

、

須

達

多

）

長

者

に

譲

っ

て

祇

樹

給

孤

独

園

（

祇

園

精

舎

）

を

建

て

た

こ

と

で

知

ら

ぎ

じ

ゅ

ぎ

っ

こ

ど

く

お

ん

ぎ

お
ん
し
ょ
う

じ
ゃ

れ

ま

す
。

当

時

の

中

印

度

の

二

大

王

国

は

波

斯

匿

王

の

コ

ー

サ

ラ

国

と

ビ

ン

ビ

サ

ー

ラ

王

（

頻

婆

娑

羅

王

、Bim
bisara

）

の

マ

ガ

ダ

国

び

ん

ば

さ

ら

お

う

（M
agadha

、

摩

竭

陀

国

）

で

し

た

が

、

波

斯

匿

王

は

、

妹

（

一

説

に

姉

）

の

コ

ー

サ

ラ

・

デ

ー

ヴ

ィ

ー

（K
osaladevi

）

を

マ

ガ

ダ

国

の

頻

婆

娑

羅

王

に

嫁

が

し

て

、

そ

の

嫁

資

と

し

て

カ

シ

国

一

国

を
提

供

し
た

と

い
わ

れ

ま
す

。
『
雑
阿
含

経

』
に
よ

れ

ば

、
晩
年

、

ぞ
う
あ
ご
ん
ぎ
ょ
う

カ

シ

国

の

領

有

を

巡

っ

て

、

頻

婆

娑

羅

王

の

子

ア

ジ

ャ

ー

タ

シ

ャ

ト

ル

（A
jatashatru

、

阿

闍

世

）

と

対

立

し

、

一

時

舎

衛

城

よ

り

あ

じ

ゃ

せ

し
ゃ
え
い
じ
ょ
う

敗

走

し

ま

し

た

が

、

後

に

阿

闍

世

を

破

り

、

こ

れ

を

捕

虜

と

し

て

マ

ガ

ダ

国

に

還

し

ま

し

た

。

更

に

『

有

部

毘

奈

耶

雑

事

』

に

よ

れ

う

ぶ

び

な

や

ぞ

う

じ

ば

、
そ

の

三
年

後

、
波

瑠

璃
太

子

の
謀

反

に
よ

り

王
位

を

奪
わ

れ

、

は

る

り

阿

闍

世

に

救

い

を

求

め

て

マ

ガ

ダ

国

に

逃

げ

る

も

、

果

た

さ

ず

に

命

終

し

た

と

い

わ

れ

ま

す

。

ち

な

み

に

、
『

有

部

毘

奈

耶

雑

事

』

は

、

波

斯

匿

王

歿

後

ほ

ど

な

く

し

て

、

波

瑠

璃

王

が

釈

迦

族

の

カ

ピ

ラ

バ

ス

ト

ゥ

（K
apilavastu

、

迦

毘

羅

衛

城

）

を

攻

略

し

た

こ

と

か

ぴ

ら

え

い

じ

ょ

う

を

伝
ま

す

。

な

お

、

母

親

の

名

前

は

仏

典

に

よ

り

一

致

せ

ず

、
『

有

部

毘

奈

耶
雑

事

』
で
は

、
第
二

夫

人
シ

リ

ー
マ

ー

ラ
ー
（Srim

ala

、
勝

鬘

）

し
ょ
う
ま
ん

を
母

と

し
ま

す

。
マ
ッ

リ

カ
ー
（
末
利

）
と
シ

リ

ー
マ

ー

ラ
ー
（
勝

鬘

）

を

同

一

人

物

と

す

る

説

も

あ

り

ま

す

が

、
『

勝

鬘

経

』

に

し
ょ
う
ま
ん
ぎ
ょ
う

よ

れ

ば

、

勝

鬘

夫

人

は

波

斯

匿

王

と

末

利

夫

人

の

娘

で

、

ア

ヨ

ー

デ

ィ

ヤ

ー

国

（A
yodhya

、

阿

踰

闍

）

友

称

王

の

妃

に

な

っ

た

人

物

と

さ
れ

る
な

ど

、
一

定

で
は

あ

り
ま

せ

ん
。

日

蓮

遺

文

で

は

、
『

守

護

国

家

論

』
（

一

一

四

頁

）
、
『

立

正

安

し

ゅ

ご

こ

っ

か

ろ

ん

国

論

』
（
二
二

一
頁

）
、
『
立
正

安
国

論
（
広

本

）
』
（
一
四

七
〇

頁

）

こ
う
ほ
ん

な

ど
に

お

い
て

、
『

仁
王

般

若
波

羅

蜜
多

経

』
受

持

品
（
『
正
蔵

』

に

ん

の

う

は

ん

に

ゃ

は

ら

み

っ

た

き

ょ

う

じ

ゅ

じ

ほ

ん

八

巻

八

三

二

頁

ｂ

）

の

引

文

中

に

、

対

告

（

経

典

が

説

か

れ

た

相

た
い
ご
う

手

・

対

象

）

と

し

て

そ

の

名

が

み

え

る

程

度

で

、

日

蓮

聖

人

の

認

識

を

知

り

う

る

に

は

足

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

な

が

ら

、

十

六

大

国

の

国

王

を

対

告

に

「

仁

王

」

に

よ

る

護

国

の

因

縁

を

説

い

た

に

ん
の
う

『

仁

王

般

若

波

羅

蜜

多

経

』

で

は

、

婆

斯

匿

王

は

、

仏

法

外

護

の

に

ん

の

う

は

ん

に

ゃ

は

ら

み

っ

た

き

ょ

う



王

と

し
て

位

置
づ

け

ら
れ

て

い
る

こ

と
で

知

ら
れ

ま

す
。

日

蓮

聖

人

は

、
『

開

目

抄

』
（

五

六

四

～

五

六

五

頁

）

に

お

い

か
い
も
く
し
ょ
う

て

、

次
の

よ

う
に

説

か
れ

ま
す

。

仏

す

ら

九

横

の

大

難

に

あ

ひ

給

ふ

。
（

中

略

）

六

師

同

心

し

く

お

う

だ
い
な
ん

ろ

く

し

て

阿

闍

世

・

婆

斯

匿

王

等

に

讒

奏

し

て

云

く

、

瞿

曇

は

閻

浮

ざ
ん
そ
う

く

ど

ん

え

ん

ぶ

第

一

の

大

悪

人

な

り

。

彼

が

い

た

る

処

は

三

災

七

難

を

前

と

さ
ん
さ
い

し
ち
な
ん

さ
き

す

。

大

海

の

衆

流

を

あ

つ

め

、

大

山

の

衆

木

を

あ

つ

め

た

る

た
い
か
い

し

ゅ

る

た
い
せ
ん

し
ゅ
も
く

が

ご

と

し

。

瞿

曇

が

と

こ

ろ

に

は

衆

悪

を

あ

つ

め

た

り

。

い

く

ど

ん

し
ゅ
あ
く

わ
ゆ

る

迦
葉

・

舎
利

弗

・
目

連

・
須

菩

提
等

な

り
。

か
し
ょ
う

し

ゃ

り

ほ

つ

も
く
れ
ん

し

ゅ

ぼ

だ

い

大

意

は
、

以

下
の

通

り
と

な

り
ま

す

。

六

師

外

道

は

心

を

あ

わ

せ

て

阿

闍

世

王

や

婆

斯

匿

王

に

次

の

よ

ろ

く

し

げ

ど

う

う

に

讒

言

し

ま

し

た

。
「

瞿

曇

（

ゴ

ー

タ

マ

の

音

写

、

釈

尊

を

く

ど

ん

さ

す

）

は

、

世

界

で

第

一

番

の

大

悪

人

で

あ

り

、

瞿

曇

が

行

く

く

ど

ん

と

こ

ろ

に

は

三

災

七

難

が

つ

ぎ

つ

ぎ

起

こ

っ

て

来

る

。

あ

た

か

も

大

海

に

も

ろ

も

ろ

の

河

川

が

流

れ

入

り

、

大

き

な

山

に

大

小

さ

ま

ざ

ま

な

樹

木

が

成

長

す

る

よ

う

に

。

そ

の

よ

う

に

瞿

曇

の

く

ど

ん

も

と

に

は

も

ろ

も

ろ

の

悪

人

が

集

ま

っ

て

お

り

、

瞿

曇

の

弟

子

く

ど

ん

の

迦

葉

・

舎

利

弗

・

目

連

・

須

菩

提

た

ち

が

そ

の

代

表

な

の

で

あ
る

」

と
。

『

開

目

抄

』

で

は

、

六

師

外

道

が

阿

闍

世

王

や

波

斯

匿

王

に

対

ろ

く

し

げ

ど

う

し

て

釈

尊

を

讒

言

し

た

こ

と

が

記

さ

れ

ま

す

。

六

師

外

道

と

は

、

釈

尊

在

世

当

時

、

中

印

度

に

勢

力

の

あ

っ

た

六

人

の

外

道

論

者

の

こ

と

で

、

い

ず

れ

も

バ

ラ

モ

ン

教

至

上

主

義

を

否

定

す

る

教

団

を

形

成

し

ま

し

た

。

無

道

徳

論

を

説

く

プ

ー

ラ

ナ

・

カ

ッ

サ

パ

、

無

因

論

的

感

覚

論

を

説

く

パ

ク

ダ

・

カ

ッ

チ

ャ

ー

ヤ

ナ

、

懐

疑

論

を

説

く

サ

ン

ジ

ャ

ヤ

・

ベ

ー

ラ

ッ

テ

ィ

プ

ッ

タ

、

唯

物

論

を

説

く

ア

ジ

タ

・

ケ

ー

サ

カ

ン

バ

リ

ン

、

宿

命

論

的

自

然

論

（

ア

ー

ジ

ー

ヴ

ィ

カ

教

）

を

説

く

マ

ッ

カ

リ

・

ゴ

ー

サ

ラ

ー

、

苦

行

論

（

ジ

ャ

イ

ナ

教

）

を

説

く

ニ

ガ

ン

タ

・

ナ

ー

タ

プ

ッ

タ

（

尼

乾

子

）

が

代

表

的

人

物

と

し

て

知

ら

れ

ま

す

。

こ

う

し

た

六

師

外

道

や

提

婆

達

多

の

言

に

唆

さ

れ

て

、

阿

闍

世

王

は

釈

尊

と

そ

の

教

団

に

危

害

を

加

え

ま

し

た

が

、

波

斯

匿

王

は

、

彼

ら

の

奸

計

に

惑

わ

さ

れ

る

こ

と

な

く

、

釈

尊

や

仏

弟

子

を

外

護

し

た

国

王

と

し

て

、

日

蓮

聖

人

は

評

価

さ
れ

る
の

で

す
。

（

三
）

頻

婆
娑

羅

王

び

ん

ば

さ

ら

お

う

梵

名

は

、Bim
bisara

（

ビ

ン

ビ

サ

ー

ラ

）
。

頻

婆

娑

羅

・

瓶

沙

な

ど

と

音

写

さ

れ

、

漢

名

は

影

勝

・

影

堅

・

模

実

・

諦

実

な

ど

と

訳
さ

れ

ま
す

。

釈

尊

在

世

の

中

印

度

マ

ガ

ダ

国

の

王

。

生

歿

・

在

位

は

、

前

六

世

紀

頃

ま

た

は

前

五

世

紀

頃

と

さ

れ

ま

す

が

、

詳

ら

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

一

説

に

は

シ

ャ

イ

シ

ュ

ナ

ー

ガ

（Saisunaga

）

朝

第

五



世

と

す
る

説

も
あ

り

ま
す

。

大

蓮

華

王

の

太

子

と

し

て

釈

尊

と

同

日

に

生

ま

れ

、

そ

の

威

光

が

光

影

殊

勝

な

る

を

も

っ

て

「

影

勝

太

子

」

と

も

命

名

さ

れ

ま

す

（
『
有
部

毘
奈

耶

出
家

事

』
）
。

コ

ー

サ

ラ

国

よ

り

波

斯

匿

王

の

妹

コ

ー

サ

ラ

デ

ー

ヴ

ィ

ー

は

し

の

く

お

う

（K
osaladevi

）
、

ヴ

ィ

デ

ー

ハ

国

（videha

、

毘

提

訶

国

）

よ

り

ヴ

ィ

デ

ー

ヒ

（V
idehi

、

韋

提

希

）

を

迎

え

て

后

と

し

、

韋

提

希

は

い

だ

い

け

ア

ジ

ャ

ー

タ

シ

ャ

ト

ル

（A
jatasatru

、

阿

闍

世

）

を

生

み

ま

す

。

あ

じ

ゃ

せ

な

お

、

韋

提

希

は

、

一

説

に

波

斯

匿

王

の

妹

と

も

い

わ

れ

て

い

ま

す

（
『
雑
阿

含

経

』
『

出
曜

経

』
）
。

釈

尊

よ
り

五

歳
年

少

の
頻

婆

娑
羅

は

、
一

五

歳
で

王

位
に

つ

き

、

三

一

歳

の

時

、

釈

尊

に

帰

依

し

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

（
『

巴

梨

文

大

史

』
）
。

王

は

、

釈

尊

が

出

家

し

て

マ

ガ

ダ

国

に

立

ち

寄

っ

た

時

に

、

そ

の

深

志

に

う

た

れ

、

成

道

の

暁

に

は

最

初

に

化

導

せ

ん

こ

と

を

願

じ

た

と

も

い

わ

れ

（
『

修

行

本

起

経

』
）
、

ま

た

国

を

分

け

て

統

治

す

る

こ

と

を

勧

め

て

出

家

を

と

ど

め

さ

せ

よ

う

と

し

た

と

も

い

わ

れ
ま

す

（
『
方
広
大

荘

厳
経

』
）
。

王

は

、

釈

尊

成

道

の

後

、

四

諦

の

法

を

説

く

の

を

聞

い

て

し

た

い

優

婆

塞

（

男

性

の

在

家

の

信

者

）

と

な

り

（
『

中

阿

含

経

』
『

頻

う

ば

そ

く

ざ

い

け

■

娑

邏

王

仰

仏

経

』
）
、

竹

林

精

舎

を

寄

進

す

る

な

ど

し

て

釈

尊

ち
く
り
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

き

し

ん

と

そ

の
教

団

を
外

護

し
ま

し

た
。

げ

ご

王

は

毎

日

三

時

に

臣

属

を

率

い

て

仏

所

に

詣

り

、

釈

尊

を

礼

観

ぶ
っ
し
ょ

ら
い
か
ん

し

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

が

、

晩

年

は

身

衰

え

て

仏

所

に

至

ら

ざ

る

み

に

及

ん

で

、

仏

の

髪

の

毛

や

爪

を

求

め

、

の

ち

に

宮

殿

内

の

塔

寺

に

安
置

し

て
礼

拝

し
た

と

い
わ

れ

ま
す

（
『
撰
集

百
縁

経

』
）
。

ら
い
は
い

釈

尊

入

滅

の

七

年

前

、

王

は

息

子

の

阿

闍

世

に

怨

ま

れ

、

デ

に
ゅ
う
め
つ

ー

バ

ダ

ッ

タ

（D
evadatta

、

提

婆

達

多

）

と

共

謀

し

た

太

子

に

よ

だ

い

ば

だ

っ

た

っ

て

幽

閉

さ

れ

、

権

力

を

奪

わ

れ

た

上

、

獄

中

に

て

命

終

し

た

と

言
い

ま

す
（
『
有
部
毘

奈

耶
破

僧

事

』
）
。

頻

婆

娑

羅

が

阿

闍

世

に

怨

み

を

持

た

れ

た

の

は

、

老

齢

に

し

て

子

の

な

か

っ

た

王

が

、

占

相

師

に

占

わ

せ

た

と

こ

ろ

、

王

舎

城

お
う
し
ゃ
じ
ょ
う

五

山

の

一

つ

ヴ

ィ

プ

ラ

（

毘

富

羅

）

山

に

住

す

る

ひ

と

り

の

仙

人

が

死

後

に

王

の

太

子

と

な

っ

て

托

生

す

る

こ

と

を

告

げ

ら

れ

、

た
く
し
ょ
う

仙

人

の

死

を

待

ち

き

れ

な

か

っ

た

王

が

、

存

命

中

に

も

か

か

わ

ら

ず

こ

の

仙

人

を

殺

害

し

た

と

こ

ろ

、

韋

提

希

が

阿

闍

世

を

懐

妊

・

出

産
し

た

と
い

う

故
事

に
よ

り

ま
す

。

王

は

、

再

び

占

相

師

に

阿

闍

世

の

こ

と

を

占

わ

せ

た

と

こ

ろ

、

い

ず

れ

父

王

を

害

す

る

で

あ

ろ

う

こ

と

を

予

告

さ

れ

、

王

は

こ

れ

を

恐

れ

て

阿

闍

世

を

高

楼

よ

り

地

に

捨

て

ま

し

た

が

、

王

子

は

た

だ

一

指
を

折

る
に

と

ど
ま

り

ま
し

た

。

い

っ

し

こ

の

よ

う

に

未

生

以

前

（

ま

だ

誕

生

す

る

前

）

に

既

に

怨

を

結

み
し
ょ
う

お
ん



ん

で

い

た

こ

と

を

も

っ

て

、

阿

闍

世

は

「

未

生

怨

太

子

」

と

も

呼

み

し

ょ

う

お

ん

た

い

し

ば

れ

ま
す

（
『
大
般

涅

槃
経

』
）
。

王

は

獄

中

よ

り

遙

か

に

耆

舎

崛

山

（

霊

鷲

山

）

を

望

ん

で

仏

ぎ

し

ゃ

っ

く

せ

ん

り
ょ
う
じ
ゅ
せ
ん

影

を

拝

し

て

い

ま

し

た

が

、

阿

闍

世

は

そ

れ

を

知

っ

て

牢

獄

の

窓

を

閉

塞

じ

、

か

つ

王

の

足

下

を

刺

し

て

立

て

な

く

さ

せ

ま

し

た

。

釈

尊

は

、

幽

閉

さ

れ

た

頻

婆

娑

羅

の

も

と

に

弟

子

の

目

連

を

遣

わ

も
く
れ
ん

し
て

慰

問
せ

し

め
た

と

い
い

ま

す
。

こ

の

よ

う

に

父

王

を

苦

し

め

た

阿

闍

世

で

し

た

が

、

あ

る

日

、

阿

闍

世

が

我

が

子

の

疾

患

を

憂

え

る

姿

を

見

た

母

の

韋

提

希

が

、

か

つ

て

同

様

に

幼

き

阿

闍

世

の

疾

患

を

憂

え

た

と

い

う

父

王

の

慈

愛

を

語

っ

た

と

こ

ろ

、

阿

闍

世

の

逆

心

は

、

た

ち

ま

ち

に

止

ん

だ

と

い

い
ま

す

。

急

ぎ

阿

闍

世

は

父

王

を

赦

そ

う

と

、

家

臣

を

父

王

の

も

と

に

向

か

わ

せ

ま

す

が

、

悲

し

い

か

な

、

父

王

は

苦

刑

が

加

え

ら

れ

る

も

の

と

錯

誤

し

、

迷

悶

し

て

絶

命

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。

こ

の

所

謂

「

王

舎

城

の

悲

劇

」

は

、

釈

尊

の

晩

年

に

起

こ

っ

た

事

件

と

し

お
う
し
ゃ
じ
ょ
う

て
知

ら

れ
て

い

ま
す

。

日
蓮

遺

文
で

は

、
『
祈
祷
鈔

』
（
六
七

五
頁

）
、
『
法
華

取
要

抄

』

き
と
う
し
ょ
う

ほ
っ

け
し
ゅ

よ
う
し
ょ
う

（

八

一

二

頁

）
、
『

法

蓮

鈔

』
（

九

三

五

～

九

三

六

頁

）
、
『

妙

一

ほ
う
れ
ん
じ
ょ
う

尼

御

前
御

返

事

』
（
九
九

九

～
一

〇

〇
〇

頁

）
、
『
上
野

殿

御
返

事

』

（

一

三

〇

六

頁

）
、
『

日

女

御

前

御

返

事

』
（

一

五

一

六

頁

）
、

『
兵

衛

志
殿

御

返
事

』
（
一
六

〇

五
頁

）
な

ど

、
多

く

の
遺

文

に

、

ひ
ょ
う
え

さ

か

ん

ど

の

ご

へ

ん

じ

い

ぶ

ん

頻

婆

娑
羅

王

の
故

事

を
引

き

ま
す

。

頻

婆

娑

羅

王

が

釈

尊

な

ら

び

に

そ

の

教

団

を

外

護

し

た

史

実

に

つ

い

て

、

し

ば

し

ば

日

蓮

聖

人

は

、

王

が

臣

属

を

率

い

て

仏

所

を

毎

日

訪

れ

た

故

事

に

触

れ

、
「

日

日

に

仏

な

ら

び

に

御

弟

子

を

供

養

し

奉

り

き

」
（

六

七

五

頁

）
、
「

日

日

に

五

百

輛

の

車

を

数

年

た
て
ま
つ

が

間

一

度

も

か

か

さ

ず

お

く

り

て

、

仏

な

ら

び

に

御

弟

子

等

を

供

養

」
（

九

三

六

頁

）
、
「

教

主

釈

尊

に

日

々

日

々

に

五

百

輛

の

車

を

を
く

り

」
（
一
六

〇

五
頁

）

な
ど

と

説
い

て
い

ま

す
。

ま

た

、
『

四

条

金

吾

釈

迦

仏

供

養

事

』
（

一

一

八

四

頁

）
、
『

日

眼

女

釈
迦

仏

供
養

事

』
（
一
六

二

四
頁

）
で

は

、
檀

越

の
四

条

頼
基

し
じ
ょ
う
よ
り
も
と

や

日

眼

女

の

釈

迦

仏

造

立

の

志

を

讃

え

、

優

填

王

の

仏

像

造

立

に

ち
げ

ん
に
ょ

ぞ
う
り
ゅ
う

う

で

ん

お

う

の

故

事

（

次

号

以

降

に

紹

介

）

と

並

ん

で

、

頻

婆

娑

羅

王

の

造

像

の

故
事

を

示
し

て

い
ま

す

が

、
頻

婆
娑

羅

王
の

造

像
に

つ

い
て

は

、

恐

ら

く

は

老

齢

の

た

め

仏

所

に

詣

で

る

こ

と

が

叶

わ

な

く

な

っ

た

王

が

、

仏

の

髪

爪

を

宮

殿

に

奉

安

し

礼

拝

し

た

故

事

に

由

来

す

る

も
の

と

思
わ

れ

ま
す

。

日

蓮

聖

人

の

頻

婆

娑

羅

王

に

対

す

る

認

識

で

、

特

筆

す

べ

き

点

は

、

や

は

り

何

よ

り

も

太

子

の

阿

闍

世

と

の

葛

藤

で

す

。
『

上

野

殿

御

返
事

』
（

一
三

〇
六

頁

）
で

は

、

び

ん

ば

さ

ら

王

と

申

せ

し

王

は

賢

王

な

る

上

、

仏

の

御

だ

ん



な

（

檀

那

）

の

中

に

閻

浮

第

一

な

り

。

し

か

も

こ

の

王

は

え

ん

ぶ

だ

い

い

ち

摩

竭

提

国

の

主

な

り

。

仏

は

ま

た

此

の

国

に

し

て

法

華

経

を

ま

が

だ

こ

く

と

か

ん

と

お

ぼ

し

し

に

、

王

と

仏

と

一

同

な

れ

ば

、

一

定

い
ち
じ
ょ
う

法

華

経

と

か

れ

な

ん

と

み

へ

て

候

し

に

、

提

婆

達

多

と

申

せ

し

人

、
い

か
ん

が

し
て

此

の
事

を

や
ぶ

ら

ん
と

お

も
ひ

し

に

、

す

べ
て

た

よ
り

な

か
り

し

か
ば

、
と

か
う

は

か
り

し

ほ
ど

に

、

頻

婆

沙

羅

王

の

太

子

阿

闍

世

王

を

、

と

し

ご

ろ

（

年

頃

）

と

か

く

か

た

ら

ひ

て

、

や

う

や

く

心

を

と

り

、

を

や

（

親

）

と

子

と

の

な

か

（

仲

）

を

申

し

た

が

へ

て

、

阿

闍

世

王

を

す

か

し

、

父

の

頻

婆

沙

羅

王

を

こ

ろ

さ

せ

、

阿

闍

世

王

と

心

を

一

に

し

、

提

婆

と

阿

闍

世

王

と

一

味

と

な

り

し

か

ば

、

五

天

竺

の

外

道

・

悪

人

、

雲

か

す

み

の

ご

と

く

あ

つ

ま

り

、

国

を

た

び
（
給

）
、
た
か

ら
（
財

）
を

ほ

ど
こ

し

、
心

を

や
わ

ら
げ

、

す

か

し

し

か

ば

、

一

国

の

王

す

で

に

仏

の

大

怨

敵

と

な

る

。

と

、
釈

尊
の

有

力
な

外

護
者

の

ひ
と

り

で
あ

っ

た
頻

婆

娑
羅

王

が

、

提

婆

達

多

に

そ

そ

の

か

さ

れ

た

太

子

の

阿

闍

世

に

よ

っ

て

殺

害

さ

れ
た

こ

と
が

示

さ
れ

て

い
ま

す

。

同

様

の

記

述

は

、
『

祈

祷

鈔

』
（

六

七

五

頁

）
、
『

法

蓮

鈔

』
（

九

き
と
う
し
ょ
う

三

五

～

九

三

六

頁

・

九

四

〇

頁

）
、
『

妙

一

尼

御

前

御

返

事

』
（

九

九

九

～

一

〇

〇

〇

頁

）

等

に

も

み

え

、

特

に

『

祈

祷

鈔

』
（

六

七

五

頁

）

で

は

「

父

を

終

に

一

尺

の

釘

、

七

つ

を

も

て

は

り

つ

け

に

つ
い

く
ぎ

な

し

奉

り

き

」
、
『

法

蓮

鈔

』
（

九

四

〇

頁

）
「

賢

王

に

て

、

と

が

（

咎

）

も

な

か

り

し

父

の

大

王

を

一

尺

の

釘

を

も

て

七

処

ま

で

う

ち

つ

け

、

は

つ

け

（

磔

）

に

し

」

な

ど

と

、

阿

闍

世

に

よ

っ

て

足

を

刺
さ

れ

た
故

事

が
引

か

れ
て

い

ま
す

。

な

お

、
『

日

女

御

前

御

返

事

』
（

一

五

一

六

頁

）

で

は

、

国

主

の

積

功

累

徳

が

後

代

の

安

寧

に

つ

な

が

る

例

と

し

て

、

中

国

の

し

ゃ

っ

く

る

い

と

く

殷

周

革

命

を

起

こ

し

た

文

王

の

故

事

と

と

も

に

引

き

合

い

に

出

い
ん
し
ゅ
う

ぶ
ん
お
う

さ
れ

、周

の

文

王

は

老

た

る

者

を

や

し

な

ひ

て

い

く

さ

に

勝

ち

、

其

の

末

、
三

十

七
代

八

百
年

の

間

、
す

ゑ

ず
ゑ
（
末

々

）
に

は

、

ひ

が

（

僻

）

事

あ

り

し

か

ど

も

、

根

本

の

功

に

よ

り

て

さ

か

（
栄

）
へ

さ

せ
給

ふ

。
阿

闍

世
王

は

大
悪

人

た
り

し

か
ど

も

、

父

び

ん

ば

さ

ら

王

の

仏

を

数

年

や

し

な

ひ

ま

い

ら

せ

し

故

に

、
九

十

年
の

間

位
を

持

ち
給

ひ

き
。

と

、

頻

婆

娑

羅

王

が

釈

尊

を

供

養

し

た

功

徳

に

よ

っ

て

阿

闍

世

王

の

悪
業

が

変
じ

、
永

年
に

在

位
を

保

て
た

と
説

い

て
お

ら

れ
ま

す

。

こ

れ

は

、

阿

闍

世

が

釈

尊

入

滅

に

あ

た

り

改

心

し

て

仏

教

の

外

護

者

に

な

っ

た

こ

と

と

の

関

連

で

述

べ

ら

れ

て

い

る

も

の

と

思

わ

れ

ま
す

（

次
号

以

降
に

紹

介

）
。

ま

た

、
『

法

華

取

要

抄

』
（

八

一

二

頁

）

で

は

、

日

蓮

聖

人

当

時

の

日

本

国

が

一

同

に

釈

尊

を

忘

失

し

、

他

仏

を

頼

み

と

し

て

る



こ

と

を

非

難

す

る

譬

え

の

中

に

、
「

此

等

の

諸

師

な

ら

び

に

檀

那

た
と

等

、

釈

尊

を

忘

れ

て

諸

仏

を

取

る

こ

と

は

、

例

せ

ば

阿

闍

世

太

子

の

頻

婆

沙

羅

王

を

殺

し

、

釈

尊

に

背

い

て

提

婆

達

多

に

付

き

し

が

ご

と
し

」

と
説

示

さ
れ

て

い
ま

す

。

た
か

も
り

だ
い
じ

ょ
う
（

法
華
会

評
議
員

・
立
正

大
学
准

教
授
）



日
蓮
遺
文
の
国
王
た
ち

―
印
度
・
西
域
篇
―

（
三
）

「
優
填
王
・
阿
耆
達
王
」

高
森
大
乗

『

法

華

』

九

七

巻

一

一

号

に

引

き

続

き

、

本

号

で

は

、

印

度

の

十

六

大

国

併

立

時

代

の

王

と

し

て

、

優

填

王

と

阿

耆

達

王

の

事

蹟

を

確

認

し

、

日

蓮

聖

人

の

知

識

と

認

識

に

つ

い

て

述

べ

た

い

と

思

い
ま

す

。

（

四

）
優

填

王
・

優

陀
延

王

う

で

ん

お

う

う

だ

え

ん

お

う

梵

名

U
dayana

（

ウ

ダ

ヤ

ナ

）
。

優

填

・

于

■

・

優

陀

延

な

ど

と

音

写

。
漢

名

は
、

出

愛
・

日

子
な

ど

と
訳

さ

れ
ま

す

。

釈

尊

在

世

中

の

コ

ー

サ

ン

ビ

国

（K
osam

bi
、

■

■

弥

国

）

の

王

（
『

四

分

律

』
）
。

釈

尊

在

世

中

の

仏

教

を

保

護

し

た

王

と

し

て

知

ら
れ

、

ま
た

仏

像
造

立

の
初

め

と
し

て

賞
賛

さ

れ
ま

す

。

王

の
帰

仏
（
仏

陀
に

帰

依
す

る
こ

と

）
の

因
縁

は

、『
優
填
王

経

』

き

ぶ

つ

き

え

う
で
ん
お
う
き
ょ
う

等

に

記

さ

れ

ま

す

。

優

填

王

は

、

コ

ー

サ

ン

ビ

国

よ

り

后

に

迎

え

た

無

比

の

奸

言

を

信

じ

、

正

后

の

舎

摩

を

箭

で

射

殺

し

よ

う

と

し

む

ひ

か
ん
げ
ん

し

ゃ

ま

や

ま

す

が

、

箭

は

舎

摩

の

周

囲

を

三

匝

（

三

度

廻

る

こ

と

）

し

て

王

さ
ん
そ
う

の

前

に

戻

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

王

は

懼

れ

を

な

し

て

そ

の

理

由

を

お
そ

舎

摩

に

訪

ね

た

と

こ

ろ

、

舎

摩

は

か

つ

て

釈

尊

の

教

化

に

浴

し

て

優

婆

夷

（

女

性

の

在

家

信

者

）

と

な

り

、

王

を

哀

愍

し

て

慈

心

定

う

ば

い

あ
い
み
ん

じ
し
ん
じ
ょ
う

に

住

し

て

い

た

の

で

害

心

お

よ

ば

な

か

っ

た

こ

と

を

告

げ

、

釈

尊

が
い
し
ん

に

帰

命

（

帰

依

）

す

る

よ

う

王

を

諭

し

ま

す

。

王

は

た

だ

ち

に

仏

き
み
ょ
う

き

え

さ
と

所

に

至

り

、

優

婆

塞

（

男

性

の

在

家

信

者

）

と

な

っ

た

と

伝

え

ら

れ
ま

す

。

ま

た

、

釈

尊

が

亡

き

悲

母

の

マ

ー

ヤ

（M
aya

、

摩

耶

）

を

導

く

ひ

も

た

め

三

十

三

天

に

上

昇

し

た

際

、

優

填

王

は

釈

尊

を

三

ヶ

月

拝

さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
て
ん

せ

な

い

こ

と

憂

い

、

病

に

か

か

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

い

ま

す

。

群

臣

は

議

し

て

如

来

の

形

像

を

造

り

王

の

病

を

治

癒

せ

ん

と

進

言

し

、

王

の

勅

命

を

得

て

牛

頭

栴

檀

を

も

っ

て

高

さ

五

尺

の

形

像

ご

ず

せ

ん

だ

ん

ぎ
ょ
う
ぞ
う

（

一

説

に

七

尺

の

坐

像

）

を

造

立

し

た

と

こ

ろ

、

王

の

病

が

た

ち

ま

ち
に

癒

え
た

と
い

い

ま
す

。
波

斯
匿

王
（
九

七
巻

一

一
号

参
照

）

は

し

の

く

お

う

は

こ

れ

を

聞

き

、

紫

磨

黄

金

を

も

っ

て

五

尺

の

仏

像

を

造

立

し

た

し

ま

の

で

、

閻

浮

提

（

娑

婆

世

界

）

に

二

躯

の

仏

の

形

像

が

現

れ

る

に

え

ん

ぶ

だ

い

至
っ

た

と
い

い

ま
す

（
『
大
方
便

仏
報

恩

経

』
『
観
仏

三

昧
海

経

』

『
大

乗

造
像

功

徳
経

』
『
大
唐

西

域
記

』
）
。
清
涼

寺

式
釈

迦

像
は

、

せ
い
り
ょ
う
じ

こ

れ

を
模

し

た
も

の

と
伝

え

ら
れ

ま

す
。



な

お

『
増

一

阿
含

経

』
（
『
正

蔵
』

二

巻
六

八

一
頁

ｃ

）
に

は

、

ぞ

う
い

つ
あ

ご
ん
ぎ
ょ

う

波

斯

匿

王

・

毘

沙

王

（

頻

婆

娑

羅

王

）
・

優

填

王

・

悪

生

王

び

し

ゃ

お

う

び

ん

ば

さ

ら

お

う

あ
く
し
ょ
う
お
う

（
波

瑠

璃
王

）
・

優
陀
延

王

の
五

人

の
王

名

が
挙

げ

ら
れ

て

お
り

、

は

る

り

お

う

優

填
王

と

優
陀

延

王
は

別

人
と

も

さ
れ

ま

す
。

日

蓮

聖

人

の

優

填

大

王

解

釈

に

つ

い

て

は

、

閻

浮

提

初

の

仏

像

を

造

立

し

た

王

と

し

て

引

く

『

法

蓮

抄

』
（

九

四

一

頁

）
、
『

四

ほ
う
れ
ん
じ
ょ
う

条

金

吾

釈

迦

仏

供

養

事

』
（

一

一

八

四

頁

）
、
『

日

眼

女

釈

迦

仏

供

養

事

』
（

一

六

二

四

頁

）

な

ど

に

お

い

て

は

「

優

填

大

王

」

と

表

記
し

、
賓
頭

盧

尊
者

を

蔑
如

し

た
王

と

し
て

引

く
『
神
国

王

御
書

』

び

ん

ず

る

そ

ん

じ

ゃ

べ
つ
じ
ょ

し

ん

こ

く

お

う

ご

し

ょ

（
八

九

一
頁

）
、『
四

信
五

品

抄

』（
一
二

九

九
頁

）
、『
下
山

御

消
息

』

し

し

ん

ご

ほ

ん

し

ょ

う

し

も
や

ま
ご
し
ょ

う
そ
く

（

一

三

三

四

頁

）

な

ど

に

お

い

て

は

「

優

陀

延

王

」

と

表

記

し

て

使

い

分

け

て

い

る

の

で

、

同

一

人

物

と

見

な

し

て

い

た

か

否

か

は

詳

ら

か
で

は
あ

り

ま
せ

ん

。

具

体

的

に

、

前

者

の

優

填

王

に

つ

い

て

は

、

い

ず

れ

も

生

身

し
ょ
う
し
ん

の

仏

を

造

立

し

た

王

と

し

て

讃

え

ら

れ

、

例

え

ば

、
『

日

眼

女

釈

迦

仏
供

養

事

』
（

一
六

二

四
頁

）

に
は

、

昔

、

優

填

大

王

、

釈

迦

仏

を

造

立

し

奉

り

し

か

ば

、

大

梵

天

王

・

日

月

等

、

木

像

を

礼

し

に

参

り

給

ひ

し

か

ば

、

木

像

、

説

ひ

て

云

く

、

我

を

供

養

せ

ん

よ

り

は

優

填

大

王

を

供

養

す

べ

し

等

云

云

。

影

堅

王

の

画

像

の

釈

尊

を

書

き

奉

り

し

も

、

よ
う
け
ん
お
う

又

々

か
く

の

ご
と

し

。

と

示

さ

れ

ま

す

。

こ

こ

で

は

、

優

填

王

と

な

ら

ん

で

頻

婆

娑

羅

王

（

影

堅

王

）

の

造

像

の

事

蹟

が

示

さ

れ

、

同

様

の

記

述

は

、
『

四

条

金

吾

釈

迦

仏

供

養

事

』
（

一

一

八

四

頁

）

に

も

確

認

さ

れ

ま

す

が

、

頻

婆

娑

羅

王

の

造

像

の

典

拠

は

詳

ら

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

あ

る

い

は

伝

承

で

言

わ

れ

る

波

斯

匿

王

の

故

事

を

さ

す

も

の

か

も

知

れ
ま

せ

ん
。

一

方

、

後

者

の

優

陀

延

王

に

つ

い

て

は

、

例

え

ば

『

下

山

御

消

息

』
（
一
三

三

四
頁

）

で
は

、

日

蓮

が

出

現

し

て

、

一

切

の

人

を

恐

れ

ず

、

身

命

を

捨

て

て

指

し

申

さ

ば

、

賢

な

る

国

主

な

ら

ば

子

細

を

聞

き

給

ふ

べ

き

に

、
聞

か

ず

、
用

ひ

ら
れ

ざ

る
だ

に

も
不

思

議
な

る

に

、

剰
あ
ま
つ
さ

へ

頚

に

及

ば

ん

と

せ

し

は

存

外

の

次

第

な

り

。
（

略

）

夏

の

く
び

か

桀

王

は

竜

蓬

が

頭

を

刎

ね

、

殷

の

紂

王

は

比

干

が

胸

を

さ

け
つ
お
う

り
ゅ
う
ほ
う

は

い
ん

ち
ゅ
う
お
う

ひ

か

ん

き

、

二

世

王

は

李

斯

を

殺

し

、

優

陀

延

王

は

賓

頭

盧

尊

者

を

に

せ

お

う

り

し

蔑

如

し

、

檀

弥

羅

王

は

師

子

尊

者

の

頚

を

き

る

。

武

王

は

だ

ん

み

ら

お

う

し

し

そ

ん

じ

ゃ

ぶ

お

う

恵

遠

法

師

と

諍

論

し

、

憲

宗

王

は

白

居

易

を

遠

流

し

、

え

お

ん

ほ

っ

し

じ
ょ
う
ろ
ん

け

ん

そ

う

お

う

は

っ

き

ょ

い

お

ん

る

徽

宗

皇

帝

は

法

道

三

蔵

の

面

に

火

印

を

さ

す

。

こ

れ

ら

は

皆

き

そ

う

こ

う

て

い

ほ
う
ど
う

さ
ん
ぞ
う

か
な
や
き

諫

暁

を

用

ひ

ざ

る

の

み

な

ら

ず

、

還

っ

て

怨

を

成

せ

し

人

か
ん
ぎ
ょ
う

か
え

あ
だ

々

、

現

世

に

は

国

を

亡

し

身

を

失

ひ

、

後

生

に

は

悪

道

に

ほ
ろ
ぼ

ご
し
ょ
う

堕

つ

。

な

ど

と
譬

え

て
い

ま

す

。
賢

人

の
諫

言

を
用

い

な
か

っ

た
国

主

が

、



失

位

・

亡

国

の

末

路

を

辿

っ

た

こ

と

を

、

后

の

妹

喜

を

寵

愛

し

諫

ば

っ

き

臣

の

龍

逢

を

殺

害

し

て

夏

王

朝

を

滅

ぼ

し

た

桀

王

、

后

の

妲

己

を

だ

っ

き

寵

愛

し

諫

臣

の

比

干

を

殺

害

し

て

殷

王

朝

を

滅

ぼ

し

た

紂

王

、

趙

高

の

奸

計

に

よ

り

有

能

な

宰

相

李

斯

を

殺

害

し

た

秦

王

朝

第

ち
ょ
う
こ
う

二

世

胡

亥

、

付

法

蔵

の

師

子

尊

者

を

殺

害

し

天

竺

の

仏

法

を

断

絶

こ

が

い

ふ

ほ

う

ぞ

う

し

た

檀

弥

羅

王

（

次

号

以

降

紹

介

）
、

三

武

一

宗

の

廃

仏

毀

釈

の

さ

ん

ぶ

い

っ

そ

う

第

二

を

断

行

し

た

北

周

第

三

代

皇

帝

の

高

祖

武

帝

宇

文

王

、

白

居

う

ぶ

ん

お

う

易

の

諫

言

を

用

い

ず

こ

れ

を

左

遷

し

た

唐

王

朝

第

一

一

代

皇

帝

の

憲

宗

、

道

教

庇

護

の

政

策

を

諫

め

た

法

道

を

処

罰

し

仏

教

を

抑

ど
う
き
ょ
う

圧

し

た

た

め

国

位

を

喪

失

し

た

北

宋

第

八

代

皇

帝

の

徽

宗

な

ど

を

ほ
く
そ
う

先

例

し
て

引

い
て

い

る
の

で

す
。

な

お

、
『

神

国

王

御

書

』
（

八

九

一

頁

）

に

は

、

優

陀

延

王

・

徽

宗

皇

帝

の

ほ

か

に

、

北

宋

を

滅

ぼ

し

た

欽

宗

皇

帝

、

仏

教

を

弾

き
ん
そ
う

圧

し

た

訖

利

多

王

（

次

号

以

降

紹

介

）

の

故

事

が

引

か

れ

ま

す

。

き

り

た

お

う

こ

れ

ら

の

国

主

に

対

す

る

日

蓮

聖

人

の

認

識

は

、
「

賢

な

る

国

主

」

に

あ

ら

ざ

る

国

主

と

み

な

し

て

い

る

こ

と

が

読

み

取

れ

る

の

で
す

。

（
五

）

阿
耆

達

王
・

阿

耆
多

王

あ

ぎ

た

お

う

梵

名

A
gnidatta

（

ア

グ

ニ

ダ

ッ

タ

）
。

阿

耆

達

・

阿

耆

多

・

阿

祇

達

な
ど

と

音
写

す

る

。
釈

尊

在
世

中

の
コ

ー

サ
ラ

国
（K

osala

）

舎

衛

城

の

婆

羅

門

の

王

。

阿

耆

達

王

は

ス

ダ

ッ

タ

（

須

達

多

）

と

の

論

議

に

よ

っ

て

釈

教

を

知

り

、

祇

樹

給

孤

独

園

の

釈

尊

の

も

と

ぎ

じ

ゅ

ぎ

っ

こ

ど

く

お

ん

へ

往

き

教

え

を

聴

聞

し

、

安

居

に

釈

尊

を

招

聘

し

ま

し

た

。

釈

尊

あ

ん

ご

は

五

百

の

比

丘

と

と

も

に

阿

耆

達

王

の

も

と

を

訪

れ

ま

し

た

が

、

王

は

五

欲

の

享

楽

に

ふ

け

り

供

養

す

る

の

を

忘

れ

、

釈

尊

は

馬

に

食

わ

せ

る

麦

を

施

さ

れ

、

三

ヶ

月

九

〇

日

間

の

長

き

に

及

ん

だ

と

い

い

ま

す

（
『

大

智

度

論

』
『

興

起

行

経

』

等

に

み

え

る

「

九

横

く

お

う

の
大

難

」
の

一

）
。

三

月

の

安

居

を

終

え

、

釈

尊

が

去

ろ

う

と

し

た

時

、

阿

耆

達

は

非

善

を

悔

い

、

釈

尊

の

教

え

に

よ

っ

て

法

眼

浄

を

得

た

と

い

い

ほ
う
げ
ん
じ
ょ
う

ま

す

（
『
中
本

記

経

』
）
。

日

蓮

遺

文

で

は

、

釈

尊

に

九

横

の

大

難

を

蒙

ら

せ

た

国

王

と

し

て

、
『

開

目

抄

』
（

五

六

四

頁

）
、
『

法

華

行

者

値

難

事

』
（

七

九

か
い
も
く
し
ょ
う

ほ

っ

け

ぎ

ょ

う

じ

ゃ

ち

な

ん

じ

七

頁

）
、
『

上

野

殿

御

返

事

』
（

一

三

〇

七

頁

）
、
『

聖

人

御

難

事

』

（

一

六

七

二

頁

）

な

ど

諸

書

に

お

い

て

波

斯

匿

王

・

波

瑠

璃

王

・

阿

闍

世

王

ら

と

と

も

に

引

か

れ

、

そ

の

内

容

も

「

一

夏

九

十

日

、

馬

の

む

ぎ

を

ま

い

り

し

」
（

一

三

〇

七

頁

）
、
「

馬

の

麦

を

も

ん

て

九
十

日

」
（
一
六

七

二
頁

）

な
ど

と

示
さ

れ

て
い

ま

す
。

ほ

か

に

、
『

断

簡

二

七

七

』
（

二

九

六

三

頁

）

に

は

、

阿

耆

多

王

を

「
悪

王

」
と

定

め
た

表

現
が

確

認
さ

れ

ま
す

。

た

か
も
り

だ
い

じ
ょ
う

（
法
華

会
評
議

員
・
立

正
大

学
准
教
授

）



日
蓮
遺
文
の
国
王
た
ち

―
印
度
・
西
域
篇
―

（
四
）

「
波
瑠
璃
王
」

高
森
大
乗

『

法

華

』

九

八

巻

一

号

に

引

き

続

き

、

本

号

で

は

、

印

度

の

十

六

大

国

併

立

時

代

の

王

と

し

て

、

波

瑠

璃

王

の

事

蹟

を

確

認

し

、

は

る

り

お

う

日
蓮

聖

人
の

知

識
と

認

識
に

つ

い
て

述

べ
た

い

と
思

い

ま
す

。

（
六

）

波
瑠

璃

王

は

る

り

お

う

梵

名

は

、V
idudabha

（

ヴ

ィ

ド
ゥ

ー

ダ
バ

）
。
毘

瑠
璃

・

毘
流

勒

び

る

り

び

る

ろ

く

・

毘

楼

勒

・

琉

璃

・

瑠

璃

・

毘

盧

釈

迦

・

破

瑠

璃

な

ど

と

音

写

、

る

り

び

る

し

や

か

漢

名

は
、

増

長

と

訳

し
、

悪

生

王

と

も

呼
ば

れ

ま
し

た

。

ぞ
う
ち
よ
う

あ
く
し
よ
う
お
う

波

斯

匿

王

（

本

誌

九

七

巻

一

一

号

参

照

）

の

子

で

、

父

王

の

あ

は

し

の

く

お

う

と

コ
ー

サ

ラ
国
（K

osala

）
舎

衛

城
の

王
に

つ

き
ま

す

。
在

位
は

、

し
や
え
い
じ
よ
う

前

六

世

紀

頃

ま

た

は

前

五

世

紀

頃

と

推

測

さ

れ

て

い

ま

す

。

釈

迦

族

の

下

女

を

母

（

末

利

夫

人

）

に

も

つ

出

自

を

聞

か

さ

れ

、

ま

た

ま

り

侮

辱

を

受

け

た

こ

と

で

逆

害

の

心

を

抱

く

よ

う

に

な

り

、

父

王

を

放

逐

し

て

王

位

を

簒

奪

す

る

と

、

三

度

目

の

出

兵

で

釈

迦

族

を

殲

滅

し

ま

し

た

（
『

有

部

毘

奈

耶

雑

事

』
）
。

カ

ピ

ラ

バ

ス

ト

ゥ

（K
apilavastu

、

迦

毘

羅

城

）

に

侵

攻

し

た

波

瑠

璃

王

は

、

マ

ハ

ー

か

ぴ

ら

じ

よ

う

ナ

マ

（

摩

訶

男

）

を

は

じ

め

と

す

る

釈

種

（

釈

迦

族

）

九

百

九

ま

か

な

ん

し
や
く
し
ゆ

十

九

万

人

を

殺

し

、

ま

た

五

百

人

の

釈

女

（

釈

迦

族

の

女

性

）

し
や
く
に
よ

を

弄

ぼ

う

と

し

ま

し

た

が

頑

な

に

拒

ま

れ

た

の

で

、

手

足

を

切

っ

て

深

坑

に

埋

め

た

と

い

い

ま

す

。

つ

い

で

舎

衛

城

に

還

る

と

、

じ
ん
き
よ
う

父

王

の

太

子

ジ

ェ

ー

タ

（

祇

陀

）

が

妓

女

と

享

楽

に

ふ

け

っ

て

い

ぎ

だ

る
の

を

目
の

当

た
り

に

し
、

怒

っ
て

こ

れ
を

殺
し

ま

し
た

。

時

に

釈

尊

は

、

諸

比

丘

を

率

い

て

迦

毘

羅

城

に

至

り

、

五

百

の

釈

女

の

た

め

に

法

を

説

き

、

み

な

法

眼

浄

を

得

て

天

上

に

生

ぜ

ほ
う
じ
よ
う
げ
ん

し

め

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

更

に

舎

衛

城

に

赴

き

、

波

瑠

璃

王

が

七

日
後

に

亡
び

る

こ
と

を

予
記

し

ま
し

た

。

王

は

七

日

目

に

な

っ

て

何

事

も

起

こ

ら

な

か

っ

た

の

で

、

阿

脂

羅

川

で

兵

衆

や

■

女

（

遊

女

）

と

娯

楽

し

て

い

た

と

こ

ろ

、

あ

し

ら

さ
い
に
よ

夜

半

に

暴

風

疾

雨

お

こ

り

、

王

は

死

し

て

阿

鼻

地

獄

に

入

り

、

そ

あ

び

じ

ご

く

の
宮

殿

も
悉

く

天
火

に

焼
か

れ

た
と

い

い
ま

す
（
『
法
句
譬

喩

経

』

『

五

分

律

』
）
。
『

大

唐

西

域

記

』

に

は

、

王

が

最

初

の

出

兵

の

際

に
釈

尊

を
見

て

軍
を

引

き
返

し
た

旧

跡

、
王
が

堕

獄
し

た

大
涸

池

、

釈

迦

族

の

供

養

の

た

め

に

建

て

ら

れ

た

卒

堵

婆

な

ど

の

所

在

が

記

そ

と

ば

さ

れ

て
い

ま

す
。



な

お

、

波

瑠

璃

王

の

歿

後

、

迦

毘

羅

国

は

、

阿

闍

世

王

（

次

回

あ

じ

や

せ

お

う

紹

介

）
に

よ

っ
て

兼

併
さ

れ

ま
し

た

。

日

蓮

遺

文

で

は

、

九

横

の

大

難

（

釈

尊

や

仏

弟

子

が

外

道

や

敵

く

お

う

だ
い
な
ん

げ

ど

う

対

者

か

ら

在

世

中

に

蒙

っ

た

九

種

の

迫

害

）

の

ひ

と

つ

に

数

え

ら

れ

る

「

琉

璃

殺

釈

」
（

七

九

七

頁

）

の

故

事

を

引

く

際

に

、

波

瑠

る

り

せ

つ

し

や

く

璃

王

の

名

が

み

え

ま

す

。

ま

た

、

そ

の

具

体

的

内

容

も

、

『

顕

謗

法

鈔

』
（

二

六

三

頁

）

に

「

波

瑠

璃

王

の

九

千

九

十

万

け
ん
ほ
う
ぼ
う
し
よ
う

人

の

人

を

こ

ろ

し

て

血

な

が

れ

て

池

を

な

せ

し

」
、
『

開

目

抄

』

か
い
も
く
し
よ
う

（

五

六

五

頁

）

に

「

無

量

の

釈

子

は

波

瑠

璃

王

に

殺

さ

れ

」
、

し
や
く
し

『

祈

祷

鈔

』
（

六

七

〇

頁

）

に

「

波

瑠

璃

王

の

五

百

人

の

釈

子

を

き
と
う
し
よ
う

殺

し

」
、
『

妙

心

尼

御

前

御

返

事

』
（

一

一

〇

三

頁

）

に

「

は

る

り

み

よ

う

し

ん

あ

ま

ご

ぜ

ご

へ

ん

じ

王

と

申

せ

し

悪

王

、

仏

の

し

た

し

き

女

人

五

百

余

人

を

殺

し

て

候

し

」
、
『

上

野

殿

御

返

事

』
（

一

三

〇

七

頁

）

に

「

さ

れ

ば

は

る

り

王

と

申

せ

し

王

は

阿

闍

世

王

に

か

た

ら

は

れ

、

釈

迦

仏

の

御

身

し

た

し

き

人

数

百

人

切

り

こ

ろ

す

」
、
『

聖

人

御

難

事

』
（

一

六

七

二

し

よ

う

に

ん

ご

な

ん

じ

頁

）

に

「

無

量

の

釈

子

の

波

瑠

璃

王

に

殺

さ

れ

し

」

な

ど

と

説

か

れ
て

い

ま
す

。

『

行

敏

訴

状

御

会

通

』
（

五

〇

〇

頁

）

に

は

、

破

仏

・

破

法

の

ぎ

よ

う

び

ん

そ

じ

よ

う

ご

え

つ

う

王

と

し

て

弥

羅

掘

王

（

大

族

王

）
・

弗

沙

弥

多

羅

王

・

設

賞

迦

王

み

ら

く

つ

お

う

だ
い
ぞ
く
お
う

ほ

つ

し

や

み

た

ら

お

う

せ
つ
し
よ
う
か
お
う

ら

（

い
ず

れ

も
次

回

以
降

に

紹
介

）

と
と

も

に
あ

げ

、

毘

瑠

璃

王

は

七

万

七

千

の

諸

の

得

道

の

人

を

殺

す

。

月

氏

国

と
く
ど
う

が

つ

し

こ

く

（
概

し

て
イ

ン

ド
を

さ

す

）
の

大

族
王

は

率
都

婆

を
滅

毀

し

、

だ
い
ぞ
く
お
う

そ

と

ば

め

つ

き

僧

伽

藍

（

サ

ン

ガ

の

こ

と

）

を

廃

す

る

こ

と

お

よ

そ

一

千

六

そ

う

が

ら

ん

百

余

処

、

乃

至

大

地

震

動

し

て

無

間

地

獄

に

堕

ち

に

き

。

な

い

し

む

け

ん

じ

ご

く

毘

盧

釈

迦

王

は

釈

種

九

千

九

百

九

十

万

人

を

生

け

取

り

、

並

び

る

し

や

か

お

う

べ

従
え

て

殺
戮

す

。
積

屍

芥

の

ご
と

く

、
流

血
池

を

成
す

。

せ

き

し

く
さ
む
ら

い
け

弗

沙

弥

多

羅

王

は

四

兵

を

興

し

て

五

天

（

イ

ン

ド

全

土

）

を

ほ

つ

し

や

み

た

ら

お

う

お
こ

回

ら

し

、

僧

侶

を

殺

し

寺

塔

を

焼

く

。

設

賞

迦

王

は

仏

法

を

め
ぐ

せ
つ
し
よ
う
か
お
う

毀
壊

す

。
訖
利

多

王
は

僧

徒
を

斥

逐
し

、
仏
法

を

毀
壊

す
（
原

き

え

き

り

た

お

う

せ
き
ち
く

漢
文

）
。

と

み

え

ま

す

。

な

お

、

遺

文

中

に

は

本

来

同

一

人

物

の

毘

瑠

璃

王

と

毘

盧

釈

迦

王

と

を

別

個

に

挙

げ

て

お

り

ま

す

が

、

日

蓮

聖

人

が

両

者

を

別

人

と

認

識

し

て

い

た

か

否

か

は

定

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。ま

た

、

波

瑠

璃

王

の

釈

種

虐

殺

の

故

事

は

、
『

祈

祷

鈔

』
（

六

き
と
う
し
よ
う

七

〇

頁

）
、
『

報

恩

抄

』
（

一

一

九

九

頁

）

な

ど

に

お

い

て

、

ほ
う
お
ん
じ
よ
う

第

六

天

魔

王

（

他

化

自

在

天

。

仏

道

を

妨

げ

悪

業

を

な

さ

し

め

だ

い

ろ

く

て

ん

ま

お

う

た

け

じ

ざ

い

て

ん

る

天

魔

）

に

よ

る

悪

鬼

入

其

身

（

魔

や

鬼

が

身

体

に

入

り

込

む

て

ん

ま

あ

つ

き

に

ゆ

う

ご

し

ん

こ

と

）

の

例

と

し

て

阿

闍

世

王

・

提

婆

達

多

・

瞿

伽

利

と

と

も

に

あ

じ

や

せ

お

う

だ

い

ば

だ

つ

た

く

ぎ

や

り

引

か
れ

る

こ
と

も

あ
り

ま

す
。

波

瑠

璃

王

が

阿

脂

羅

川

で

堕

獄

し

た

故

事

に

つ

い

て

触

れ

た

遺



文

と

し
て

は

、
『

神
国

王
御

書

』
（

八
九

一

頁
）

が

あ
り

ま

す
。

し

ん

こ

く

お

う

ご

し

よ

釈

子

を

殺

せ

し

波

琉

璃

王

は

水

中

の

大

火

に

入

り

、

仏

の

御

身

よ

り

血

を

出

せ

し

提

婆

達

多

は

現

身

に

阿

鼻

の

炎

を

感

ぜ

り

。
金

銅
の

釈

尊
を

や

き
し

守

屋
は

四

天
王

の

矢
に

あ

た
り

、

も

り

や

東

大

寺

・

興

福

寺

を

焼

き

し

清

盛

入

道

は

現

身

に

其

の

身

も

き
よ
も
り

そ

う

（

燃

）

る

病

を

う

け

に

き

。

彼

等

は

皆

大

事

な

れ

ど

も

日

み
な

蓮
が

事

に
合

す

れ
ば

小

事
な

り

。
小
事

す

ら
猶

し

る
し

あ

り

。

な
お

大
事

い

か
で

か

現
罰

な

か
ら

む

。

こ

こ

で

は

、
『

金

光

明

最

勝

王

経

』

四

天

王

護

国

品

の

所

説

に

き
ん
こ
う
み
よ
う
さ
い
し
よ
う
お
う
き
よ
う

し

て

ん

の

う

ご

こ

く

ほ

ん

な

ら

っ

て

四

天

王

像

を

頭

に

い

た

だ

い

て

戦

に

臨

ん

だ

聖

徳

太

子

ら

崇

仏

派

に

よ

っ

て

排

仏

派

の

物

部

守

屋

が

滅

ぼ

さ

れ

た

故

事

、

す

う

ぶ

つ

は

は

い

ぶ

つ

は

も

の

の

べ

も

り

や

天

照

・

八

幡

の

百

王

守

護

の

誓

願

（

人

王

を

百

代

に

わ

た

り

守

護

ひ
や
く
お
う
し
ゆ
ご

に
ん
の
う

す

る

誓

い

）

に

背

い

て

南

都

北

嶺

（

奈

良

と

京

都

）

の

寺

を

焼

い

な

ん

と

ほ

く

れ

い

た

平

清

盛

ら

の

因

果

応

報

と

と

も

に

、

波

瑠

璃

王

・

提

婆

達

多

の

生

身
堕

獄
（
生

き
な

が

ら
に

地

獄
に

堕

ち
る

こ

と

）
を

引
き

、
仏

子

し
よ
う
し
ん
だ
ご
く

ぶ

つ

し

日

蓮
を

迫

害
す

る

者
へ

の
現

罰

に
つ

い

て
言

及

し
て

い

ま
す

。

な

お

、
『

千

日

尼

御

返

事

』
（

一

七

六

二

～

一

七

六

三

頁

）

に

せ

ん

に

ち

あ

ま

ご

へ

ん

じ

お

い

て

、

波

瑠

璃

王

が

父

の

波

斯

匿

王

か

ら

王

位

を

簒

奪

し

た

故

事

、

頻

婆

娑

羅

王

（

本

誌

九

七

巻

一

一

号

参

照

）

が

太

子

阿

闍

世

び

ん

ば

し

や

ら

お

う

あ

じ

や

せ

に

よ

っ

て

幽

閉

さ

れ

命

終

し

た

故

事

に

つ

い

て

触

れ

、
「

抑

も

そ
も
そ

子

は

か

た

き

と

申

す

経

文

も

あ

り

（

略

）

は

る

り

王

は

心

も

ゆ

か

ぬ

父

の

位

を

奪

ひ

取

る

。

阿

闍

世

王

は

父

を

殺

せ

り

」

な

ど

と

説

い

て

い

る

の

は

、

父

子

敵

対

の

先

例

と

し

て

用

い

た

も

の

で

す

。

た

か
も
り

だ
い

じ
ょ
う

（
法
華

会
評
議

員
・
立

正
大
学

非
常
勤

講
師
）



日
蓮
遺
文
の
国
王
た
ち

―
印
度
・
西
域
篇
―

（
五
）

「
阿
闍
世
王
」

高
森
大
乗

『

法

華

』

九

八

巻

四

号

に

引

き

続

き

、

本

号

で

は

、

印

度

の

十

六

大

国

併

立

時

代

の

王

と

し

て

、

阿

闍

世

王

の

事

蹟

を

確

認

し

、

あ

じ

や

せ

お

う

日
蓮

聖

人
の

知

識
と

認

識
に

つ

い
て

述

べ
た

い

と
思

い

ま
す

。

（
七

）

阿
闍

世

王

梵

名

A
jatasatru

（

ア

ジ

ャ

ー

タ

シ

ャ

ト

ル

）
。

阿

闍

世

・

阿

闍

ぼ
ん
み
よ
う

貰

・

阿

闍

多

設

咄

路

・

阿

闍

多

沙

兜

楼

な

ど

と

音

写

し

、

漢

名

は

お
ん
し
や

未

生

怨

・

法

逆

と

訳

さ

れ

ま

す

。

釈

尊

在

世

中

の

中

印

度

マ

ガ

み

し
よ

う
お
ん

ほ
う
ぎ
や
く

ダ

国

王

。

在

位

は

、

前

五

世

紀

初

頭

頃

。

父

は

頻

婆

沙

羅

王

、

母

び

ん

ば

さ

ら

お

う

は

韋

提

希

夫

人

（

一

説

に

波

斯

匿

王

の

妹

）

と

も

。

父

王

を

殺

害

い

だ

い

け

ぶ

に

ん

は

し

の

く

お

う

し

、

提

婆

達

多

に

そ

そ

の

か

さ

れ

て

釈

尊

を

迫

害

し

ま

し

た

が

、

だ

い

ば

だ

つ

た

後

に

改

心

し

仏

滅

後

の

第

一

結

集

の

際

に

大

檀

越

と

し

て

仏

教

け
つ
じ
ゆ
う

を
外

護

し
た

と

伝
え

ら

れ
ま

す

。

阿
闍

世

の
出

生

に

関
し

て

は

、
か
つ

て

頻
婆

娑

羅
王

の

稿
（
本

し
ゆ
つ
し
よ
う

誌

九

七

巻

一

一

号

）

で

紹

介

し

ま

し

た

の

で

略

し

ま

す

が

、

父

王

に

対

す

る

幼

少

期

の

遺

恨

も

あ

っ

て

か

、

そ

の

後

、

成

長

し

た

阿

闍

世

王

は

、

父

王

の

帰

依

す

る

釈

尊

と

そ

の

教

団

に

反

抗

し

新

教

団

を

形

成

せ

ん

と

し

て

い

た

提

婆

達

多

の

奸

計

に

か

か

り

逆

心

を

だ

い

ば

だ

つ

た

起

こ

し

、

そ

の

言

を

入

れ

て

父

王

を

幽

閉

し

、

ま

た

母

が

身

体

に

蜜

を

塗

っ

て

幽

閉

中

の

王

に

施

し

て

い

た

事

を

知

る

や

母

も

幽

閉

せ
し

め

た
こ

と

で
知

ら

れ
ま

す

。

父

王

が

獄

中

で

命

終

す

る

と

、

阿

闍

世

は

殺

父

の

罪

を

悔

い

、

し

い

ふ

そ

の

重

圧

で

身

体

に

悪

瘡

を

患

い

ま

し

た

。

そ

し

て

医

者

で

あ

る

あ
く
そ
う

ジ

ー

ヴ

ァ

カ

（Jivaka

、

耆

婆

）

の

導

き

に

よ

り

、

釈

尊

の

も

と

ぎ

ば

へ

赴

く

よ

う

勧

め

ら

れ

ま

す

。

時

に

釈

尊

は

、

ク

シ

ナ

ガ

ラ

（K
usinagara

、
拘

尸
那

掲

羅

）
の

沙
羅

双

樹
の

も

と
で

涅

槃
（
入

滅

）

く

し

な

が

ら

さ

ら

そ

う

じ

ゆ

ね

は

ん

に
ゆ
う
め
つ

せ

ん

と

し

て

い

ま

し

た

が

、

阿

闍

世

を

救

う

た

め

に

涅

槃

に

入

る

の

を

と

ど

め

、

阿

闍

世

の

悪

瘡

を

治

癒

し

た

と

い

い

ま

す

。

こ

れ

あ
く
そ
う

ち

ゆ

に

よ

り

、

阿

闍

世

は

菩

提

心

を

起

こ

し

、

仏

教

に

帰

依

し

教

団

を

ぼ

だ

い

し

ん

支
援

す

る
よ

う

に
な

っ

た
と

伝

え
ら

れ

て
い

る

の
で

す

。

釈

尊

の

荼

毘

が

終

わ

り

、

そ

の

遺

骨

を

八

分

せ

し

時

、

王

は

そ

だ

び

の

一

分

を

得

て

、

王

舎

城

に

舎

利

塔

を

建

立

し

て

供

養

し

た

と

お
う
し
や
じ
よ
う

し

や

り

と

う

伝

え

ら

れ

ま

す

。

釈

尊

入

滅

後

は

、

四

隣

を

服

し

て

中

印

度

の

に
ゆ
う
め
つ

し

り

ん

盟

主

と

な

り

、

仏

滅

後

の

第

一

結

集

に

は

、

大

檀

越

と

し

て

こ

け
つ
じ
ゆ
う

だ
ん
の
つ



れ

を

外
護

し

ま
し

た

。

日

蓮

聖

人

の

阿

闍

世

王

解

釈

に

つ

い

て

は

、

す

で

に

原

愼

定

氏

の

先

行
研

究
（
『
日
蓮

教
学

に

お
け

る

罪
の

研

究

』
一

九

九
九

年

）

ほ

か

に

お

い

て

も

指

摘

さ

れ

る

よ

う

に

、

阿

闍

世

を

提

婆

達

多

や

外

道

と

の

関

係

の

中

で

取

り

上

げ

る

こ

と

が

多

い

こ

と

に

気

付

か

さ

れ
ま

す

。

例
え

ば

、
『
法
華

題

目
鈔

』
（
三

九
八

～

三
九

九

頁
）

で

は
、

ほ
つ

け
だ
い

も
く
し
よ
う

提

婆

達

多

は

（

略

）

阿

闍

世

太

子

を

か

た

ら

い

て

云

く

、

我

は

仏

を

殺

し

て

新

仏

と

な

る

べ

し

。

太

子

は

父

の

王

を

殺

し

し
ん
ぶ
つ

て

新

王
と

な

り
給

へ

。

し
ん
お
う

と

、

阿

闍

世

王

が

提

婆

達

多

に

唆

さ

れ

た

故

事

が

引

か

れ

、

ほ

そ
そ
の
か

か

に

も
『
顕

謗

法
鈔

』
（
二
六

二

～
二

六

三
頁

）
、
『
開
目

抄

』
（
五

八

九

頁

）
、
『

法

華

取

要

抄

』
（

八

一

二

頁

）
、
『

報

恩

抄

』
（

一

一

九

九

頁

）
、
『

諫

暁

八

幡

鈔

』
（

一

八

三

八

・

一

八

四

一

頁

）

な

ど

諸

遺

文

に

お

い

て

、

提

婆

達

多

は

、

瞿

伽

梨

や

善

星

比

丘

ら

を

弟

い

ぶ

ん

く

ぎ

や

り

ぜ

ん

し

よ

う

び

く

子

と

し

、

阿

闍

世

を

信

者

と

し

て

無

量

の

五

逆

（

殺

父

・

殺

母

・

ご
ぎ
や
く

し

い

ふ

し

い

も

殺

羅

漢

・

破

和

合

僧

・

出

仏

身

血

）

謗

法

（

誹

謗

正

法

）

の

者

を

し
い
ふ
ら
か
ん

は

わ

ご

う

そ

う

す
い
ぶ
つ

し
ん
け
つ

ほ
う
ぼ
う

ひ
ほ
う
し

よ
う
ぼ
う

集

め

、

釈

尊

と

そ

の

教

団

に

敵

対

し

た

こ

と

が

述

べ

ら

れ

て

お

り

ま
す

。
ま

た

、

阿

闍

世

が

こ

の

提

婆

達

多

を

悪

知

識

（

邪

悪

な

師

）

と

あ

く

ち

し

き

し

て

父

母

を

害

し

た

こ

と

が

、
『

祈

祷

鈔

』
（

六

七

五

頁

）
、
『

法

蓮

鈔

』
（
九
三

五

～
九

三

六
頁

）
、
『
法
蓮

鈔

』
（
九

四
〇

頁

）
、
『
上

野

殿

御

返

事

』
（

一

三

〇

六

頁

）

等

に

み

え

、
『

開

目

抄

』
（

五

六

四

～

五

六

五

頁

）
、
『

上

野

殿

御

返

事

』
（

一

三

〇

七

頁

）
、
『

聖

人

御

難

事

』
（

一

六

七

二

頁

）

で

は

、

酔

象

を

放

ち

て

釈

尊

に

危

害

す
い
ぞ
う

を

加

え

よ

う

と

し

た

こ

と

（

九

横

の

大

難

の

一

）

が

指

摘

さ

れ

ま

く

お

う

だ
い
な
ん

す

。こ

の

悪

逆

（

三

悪

・

五

逆

）

の

限

り

を

尽

く

し

た

阿

闍

世

が

、

さ
ん
あ
く

ご
ぎ
や
く

自

業

自

得

果

を

受

け

て

、

堕

獄

の

先

相

と

し

て

悪

瘡

を

生

じ

、

生

じ

ご

う

じ

と

つ

か

だ

ご

く

せ
ん
そ
う

き

な

が

ら

に

し

て

堕

地

獄

の

苦

を

味

わ

っ

た

こ

と

に

つ

い

て

、

だ

じ

ご

く

『

可

延
定

業

御
書

』
（

八
六

二
頁

）

に
は

、

か

え

ん

じ

よ

う

ご

う

ご

し

よ

阿

闍

世
王

は

御
年

五

十
の

二

月
十

五

日

、
大

悪

瘡
身

に

出

来

お
ん
と
し

み

し
ゆ
つ
た
い

せ

り

。

大

医

耆

婆

が

力

も

及

ば

ず

。

三

月

七

日

必

ず

死

し

て

だ

い

い

ぎ

ば

無

間

大

城

に

堕

つ

べ

か

り

き

。

五

十

余

年

が

間

の

大

楽

、

一

む
け

ん
だ
い
じ
よ

う

だ
い
ら
く

時

に

滅

し

て

、

一

生

の

大

苦

、

三

七

日

に

あ

つ

ま

れ

り

。

だ

い

く

さ

ん

し

ち

に

ち

定

業

限

り

あ

り

し

か

ど

も

、

仏

、

法

華

経

を

か

さ

ね

て

演

じ
よ
う
ご
う

説

し
て

、
涅

槃
経

と

な
づ

け

て
大

王
に

あ

た
え

給

ひ
し

か

ば

、

ね
は
ん
ぎ
よ
う

身

の

病

忽

に

平

愈

し

、

心

の

重

罪

も

一

時

に

露

と

消

え

に

た
ち
ま
ち

へ

い

ゆ

つ
ゆ

き
。

と

み

え

、

ま

た

『

法

蓮

鈔

』
（

九

四

〇

頁

）

に

も

同

様

に

、

悪

瘡

ほ
う
れ
ん
じ
よ
う

発

症

の

時

期

、

堕

獄

の

時

期

と

期

間

な

ど

が

詳

述

さ

れ

、

ま

た

阿

闍

世

が

後

に

改

心

し

て

釈

尊

に

帰

仏

し

、

涅

槃

経

の

説

会

に

お

い

き

ぶ

つ



て

聞

法

し

た

法

華

経

の

経

力

に

よ

っ

て

、

こ

れ

ら

大

苦

を

免

れ

た

こ

と

が
示

さ

れ
て

お

り
ま

す

。

す

で

に

紹

介

の

通

り

、

釈

尊

在

世

中

の

破

仏

・

破

法

の

暴

君

に

は

ぶ

つ

は

ほ

う

は

波

瑠

璃

王

と

阿

闍

世

王

と

が

い

る

わ

け

で

す

が

、

両

者

の

う

ち

は

る

り

お

う

阿

闍

世

王

に

は

仏

陀

に

よ

る

救

済

が

説

か

れ

る

点

が

特

徴

的

で

す

。

釈

尊

に

と

っ

て

も

、

阿

闍

世

王

が

救

治

す

べ

き

病

子

で

あ

っ

き
ゆ
う
じ

び
よ
う
し

た

こ

と

は

、
『

大

般

涅

槃

経

』

梵

行

品

（
『

正

蔵

』

一

二

巻

四

八

だ

い

は

つ

ね

は

ん

ぎ

よ

う

ぼ
ん
ぎ
よ
う
ほ
ん

一

頁

ａ

）

に

七

子

の

喩

を

も

っ

て

説

か

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

し

ち

し

た
と
え

日
蓮

聖

人
も
『
妙
一

尼

御
前

御

返
事

』
（
九
九
九

～

一
〇

〇

〇
頁

）

み

よ

う

い

ち

あ

ま

ご

ぜ

ご

へ

ん

じ

に

お

い

て

、

こ

の

文

を

引

い

て

「

我

涅

槃

す

べ

し

。

但

心

に

か

ゝ

わ
れ

た
だ

る

事

は

阿

闍

世

王

の

み

」
「

今

日

よ

り

悪

瘡

身

に

出

て

、

三

月

の

こ
ん
に
ち

あ
く
そ
う

い
で

さ
ん
が
つ

七

日

無
間

地

獄
に

墮

つ
べ

し

。
こ

れ

が
か

な
（
悲

）
し

け

れ
ば

、
我

む

け

ん

じ

ご

く

お

わ
れ

涅

槃

せ

ん

こ

と

心

に

か

ゝ

る

」

な

ど

と

、

釈

尊

の

心

情

を

説

明

し

て

い
ま

す

。

阿

闍

世

王

の

帰

仏

に

つ

い

て

は

、

善

知

識

（

善

き

師

）

と

な

っ

た

良

医

耆

婆

ら

の

導

き

が

あ

っ

た

こ

と

が

、

ろ

う

い

ぎ

ば

『

四

条

金

吾

殿

御

返

事

』
（

一

六

六

六

頁

）

に

「

阿

闍

世

王

は

仏

し

じ

よ

う

き

ん

ご

ど

の

ご

へ

ん

じ

の

御

怨

な

り

し

が

、

耆

婆

大

臣

の

御

す

ゝ

め

に

よ

て

、

法

華

経

を

御

信

じ

あ

り

て

代

を

持

ち

給

ふ

」

と

説

示

さ

れ

、

ほ

か

に

も

『

守

た
も

護

国

家

論

』
（

一

二

三

頁

）
、
『

顕

謗

法

鈔

』
（

二

六

一

頁

）
、
『

開

目

抄

』
（

五

七

五

頁

）
、
『

崇

峻

天

皇

御

書

』
（

一

三

九

一

頁

）

な

ど

に

同
様

の

説
示

が

み
え

ま

す
。

阿

闍

世

王

は

、

釈

尊

の

入

滅

に

際

し

涅

槃

経

の

説

法

を

聞

い

て

ね
は
ん
ぎ
よ
う

救

わ

れ

た

わ

け

で

す

が

、

王

が

涅

槃

経

の

前

に

説

か

れ

た

法

華

経

の

序

品

（
『

開

結

』

五

九

頁

）

に

も

列

座

し

て

い

る

こ

と

に

つ

い

じ
よ
ほ
ん

て

、

日

蓮

聖

人

は

、
『

撰

時

抄

』
（

一

〇

〇

三

頁

）

に

お

い

て

、

せ
ん

じ
し

よ
う

「

霊

山

会

上

の

砌

に

は

閻

浮

第

一

の

不

孝

の

人

た

り

し

阿

闍

世

り
よ
う
ぜ
ん
え
じ
よ
う

え

ん

ぶ

大

王

、

座

に

つ

ら

な

り

、

一

代

謗

法

の

提

婆

達

多

に

は

天

王

如

来

ざ

ほ
う
ぼ
う

て
ん
の
う

に
よ
ら
い

と

名

を

さ

づ

け

（

以

下

略

）
」

と

阿

闍

世

は

、

法

華

経

の

提

婆

達

多

品

の

説

時

に

お

い

て

提

婆

達

多

の

悪

人

成

仏

の

記

別

だ

い

ば

だ

つ

た

ほ

ん

あ
く
に
ん
じ
よ
う
ぶ
つ

き

べ

つ

（

未

来
成

仏

の
保

証

）
を

聞

法
し

た

こ
と

を

指
摘

し

ま
す

。

も
ん
ぼ
う

法

華

経

に

お

け

る

提

婆

達

多

の

記

別

に

よ

っ

て

一

切

の

悪

人

に

も

未

来

に

成

仏

す

る

こ

と

が

保

証

さ

れ

、

続

く

涅

槃

経

で

阿

闍

世

王

が

闡

提

成

仏

（

極

悪

人

の

成

仏

）

の

代

表

と

し

て

救

わ

れ

る

せ
ん
だ
い
じ
よ
う
ぶ
つ

の

で
す

。

涅

槃

経

に

お

け

る

阿

闍

世

の

救

済

の

因

は

あ

く

ま

で

も

法

華

経

の

教
え

に

よ
る

も

の
で

あ
り

、
日

蓮
聖

人

も
『
富

木
尼

御

前
御

書

』

と

き

あ

ま

ご

ぜ

ご

し

よ

（

一

一

四

八

頁

）

に

お

い

て

、
「

阿

闍

世

王

は

法

華

経

を

持

ち

て

た
も

四
十

年

の
命

を

の
べ

（

延

）
」
と
述

べ

ら
れ

て

い
ま

す

。

た
か
も
り

だ
い

じ
ょ

う
（
法
華

会
評

議
員
・

立
正
大

学
非
常

勤
講

師
）



日
蓮
遺
文
の
国
王
た
ち

―
印
度
・
西
域
篇
―

（
六
）

「
阿
育
王
・
弗
沙
弥
多
羅
王
」

高
森
大
乗

『

法

華

』

九

八

巻

一

〇

号

に

引

き

続

き

、

本

号

で

は

、

印

度

の

マ

ウ

リ

ア

王

朝

・

シ

ュ

ン

ガ

王

朝

期

の

王

と

し

て

、

阿

育

王

と

あ

い

く

お

う

弗
沙

弥

多
羅

王

に
つ

い

て
、

日

蓮
遺

文

を
紐

解

き
ま

す

。

ほ

つ

し

や

み

た

ら

お

う

三
、

マ

ウ
リ

ヤ

王
朝

期

・
シ

ュ

ン
ガ

王

朝
期

の
王

マ

ウ

リ

ヤ

朝

（M
aurya

、

孔

雀

王

朝

）

は

、

前

三

一

七

年

頃

～

前

一

八

〇

年

頃

に

、

古

代

印

度

マ

ガ

ダ

国

に

興

っ

た

王

朝

で

す

。

前

三

一

七

年

頃

、

チ

ャ

ン

ド

ラ

グ

プ

タ

（Chandragupta

、

旃

陀

羅

崛

多
）

に

よ
っ

て

建
国

さ

れ
ま

し

た
。

ア

シ
ョ

ー

カ
王

（A
soka

、

阿

育

王

）

の

時

代

に

全

盛

期

を

迎

え

、

南

端

部

分

を

除

く

印

度

亜

大

陸
全

域

を
統

一

し
ま

す

。
し

か
し

王

の
歿

後

、
国

家
は

分

裂
し

、

前

二

世

紀

初

頭

、

シ

ュ

ン

ガ

（Sunga

）

朝

の

勃

興

に

よ

り

滅

亡

し
ま

し

た
。

（
一

）

阿
育

王

あ

い

く

お

う

梵

名

A
soka

（

ア

シ

ョ

ー

カ

）
。

阿

輸

迦

・

阿

輸

伽

・

阿

育

な

ぼ
ん
み
よ
う

ど

と

音

写

し

、

漢

名

は

無

憂

と

訳

し

ま

す

。

祖

父

チ

ャ

ン

ド

ラ

グ

お
ん
し
や

プ

タ

の

悲

願

で

あ

っ

た

統

一

国

家

建

国

の

事

業

を

継

承

し

、

印

度

史

上

初

の

統

一

国

家

マ

ウ

リ

ア

王

朝

（M
aurya

、

孔

雀

王

朝

）

を

建

国

し

ま

し

た

。

釈

尊

滅

後

お

よ

そ

百

年

ま

た

は

二

百

年

頃

に

出

め

つ

ご

世

し

た

マ

ウ

リ

ア

王

朝

第

三

代

皇

帝

で

、

在

位

は

前

二

六

八

～

二

三

二

年

頃

と

さ

れ

ま

す

が

、

王

の

出

世

年

代

・

治

世

年

代

に

つ

い

て

は

諸
説

あ

り
ま

す

。

若

き

頃

は

暴

虐

な

性

格

で

、

タ

ク

シ

ラ

国

（Taksasila

、

徳

叉

尸

羅

）

の

反

乱

を

平

定

し

て

か

ら

は

、

権

威

を

強

め

、

父

王

の

歿

後

、
兄

弟

を
殺

し

て
王

位

に
つ

き

ま
す

。

王

は

婆

羅

門

（

カ

ー

ス

ト

四

姓

制

度

の

最

上

位

）

の

出

身

で

、

ば

ら

も

ん

し

せ

い

『

小

磨

崖

法

勅

』

に

よ

れ

ば

、

即

位

後

八

年

目

頃

（

前

二

六

〇

し
よ
う
ま
が
い
ほ
う
ち
よ
く

年

頃

）

に

仏

教

に

改

宗

し

た

と

い

わ

れ

ま

す

が

、

二

年

半

は

単

に

優

婆

塞

（

男

性

在

家

信

者

）

に

留

ま

り

、

信

仰

は

熱

心

で

は

な

か

う

ば

そ

く

っ

た

と

伝

え

ま

す

。

治

世

九

年

目

に

カ

リ

ン

ガ

国

（K
alinga

、

羯

蚶

伽

）

を

攻

め

た

征

服

戦

争

が

、

ア

シ

ョ

ー

カ

の

宗

教

観

に

大

き

な

影

響
を

及

ぼ
す

こ

と
に

な

り
ま

す

。
こ

の

カ
リ

ン

ガ
戦

争

で
は

、

数

十

万

人

の

死

傷

者

を

出

し

、

十

五

万

人

が

捕

虜

と

な

っ

て

国

内



各

地

に

送

ら

れ

ま

し

た

。
『

大

磨

崖

法

勅

』

に

よ

れ

ば

、

王

は

、

だ

い

ま

が

い

ほ

う

ち

よ

く

こ

の

こ

と

を

悔

い

、

二

百

年

の

長

き

に

及

ん

だ

マ

ガ

ダ

国

に

よ

る

武

力

政

策

を

改

め

、

以

後

、

対

外

遠

征

に

は

消

極

的

に

な

り

、

法

（

ダ

ル

マ

・dharm
a

）

に

よ

る

統

治

（

法

の

政

治

）

に

専

念

す

る

よ

う

に

な

っ

た

と

い

い

ま

す

。

仏

教

に

深

く

帰

依

し

た

の

も

、

こ

き

え

の

頃

で

す

。

王

は

、

征

服

戦

争

を

放

棄

す

る

と

、

仏

教

の

理

想

を

実

現

す

る

た

め

の

政

策

を

行

い

ま

し

た

。

治

世

一

〇

年

目

頃

か

ら

仏

跡

を

巡

礼

（

法

の

巡

幸

）

し

、

国

民

に

法

を

弘

め

る

た

め

に

じ
ゆ
ん
こ
う

各

地

に

法

勅

を

刻

み

ま

し

た

。

こ

の

ほ

か

、

道

路

や

街

路

樹

の

ほ
う
ち
よ
く

整

備

、
宿

泊

所
・

井

戸
の

設

置

、
人

間

や
動

物

の
施

薬

院
（
病

院

）

せ

や

く

い

ん

の

創

設
な

ど

の
社

会

福
祉

事

業
も

行

っ
た

と

い
い

ま

す
。

王

自

身

は

仏

教

徒

で

し

た

が

、

仏

教

以

外

の

あ

ら

ゆ

る

宗

教

も

平

等

に
保

護
し

ま

し
た

。
阿

育

の
磨

崖
碑

文

な
ど

で
「
法

の

政
治

」

ま

が

い

ひ

ぶ

ん

の

内

容

と

し

て

繰

り

返

し

伝

え

ら

れ

る

の

は

、

慈

悲

・

不

殺

生

の

じ

ひ

ふ
せ
つ
し
よ
う

精

神

に

基

づ

い

て

異

民

族

・

異

文

化

と

の

共

生

を

説

く

も

の

で

し

た

。
ま

た

、
王

の
援

助

で

、
首

都
パ

ー

タ
リ

プ

ト
ラ
（Pataliputra
、

華

氏

城

）

に

て

第

三

結

集

が

開

か

れ

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

が

、

け
つ
じ
ゆ
う

年

代

や

討

議

の

内

容

は

詳

ら

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

な

お

、
『

阿

育

王

伝

』
『

雑

阿

含

経

』
『

善

見

律

毘

婆

沙

』

等

に

は

、

阿

育

王

ぞ

う

あ

ご

ん

ぎ

よ

う

ぜ

ん

け

ん

り

つ

び

ば

し

や

は

八

万

四

千

の

僧

伽

藍

（

寺

院

）

を

建

て

、

八

万

四

千

の

仏

塔

を

そ

う

が

ら

ん

ぶ
つ
と
う

造

っ

た
と

伝

え
る

が

、
王

の

法
勅

に

は
確

認

さ
れ

ま

せ
ん

。

阿

育

王

は

晩

年

、

地

位

を

追

わ

れ

幽

閉

さ

れ

た

と

い

う

伝

説

が

あ

り

、

ま

た

実

際

に

治

世

末

期

の

碑

文

な

ど

が

発

見

さ

れ

て

お

ら

ず

、

政

治

混

乱

が

起

こ

っ

た

事

が

推

測

さ

れ

ま

す

。

原

因

に

つ

い

て

は

諸

説

あ

り

ま

す

が

、

宗

教

政

策

重

視

の

た

め

に

財

政

が

悪

化

し

た

と

い

う

説

や

、

軍

事

の

軽

視

の

た

め

に

外

敵

の

侵

入

に

対

応

で

き
な

く

な
っ

た

な
ど

の

説
が

唱

え
ら

れ
て

い

ま
す

。

日

蓮

遺

文

中

に

お

い

て

、

阿

育

王

の

業

績

を

具

体

的

に

挙

げ

て

い

ぶ

ん

称

讃

す

る

も

の

は

少

な

く

、
『

兵

衛

志

殿

御

返

事

』
（

一

六

〇

五

ひ

よ

う

え

さ

か

ん

ど

の

ご

へ

ん

じ

頁

）

に

、

頻

婆

娑

羅

王

（

前

出

）

の

故

事

と

併

記

し

て

、
「

阿

育

び

ん

ば

し

や

ら

お

う

大

王

の

十

億

の

沙

金

を

鶏

頭

摩

寺

に

せ

ゝ

し

」

と

み

え

る

程

度

で

け

い

ず

ま

じ

す

。

鶏

頭

摩

寺

（K
ukkutaram

a

）

は

、

阿

育

王

に

よ

っ

て

華

氏

城

け

い

ず

ま

じ

か

し

じ

よ

う

近

郊

に

建

立

さ

れ

た

精

舎

で

、

後

に

弗

沙

弥

多

羅

王

（

後

出

）

し
よ
う
じ
や

ほ

つ

し

や

み

た

ら

お

う

に

よ

っ
て

蹂
躙

さ

れ
て

い

ま
す

。

日

蓮

聖

人

の

阿

育

王

解

釈

に

つ

て

は

、

廣

田

哲

通

氏

の

先

行

研

究

（
『

中

世

仏

教

説

話

の

研

究

』

一

九

八

七

年

）

ほ

か

で

も

指

摘

さ

れ
る

よ

う
に

、
釈

尊
の

所

説
あ

る

い
は

未
来

記
（
未

来
の

予

言

）

み

ら

い

き

が

真

実

で

あ

る

こ

と

の

傍

証

と

し

て

、

仏

滅

後

百

年

目

の

阿

育

王

の

出

世

を

予

言

し

た

『

雑

阿

含

経

』
（
『

正

蔵

』

二

巻

一

六

二

頁

ａ

）
・
『

阿

育

王

経

』
（
『

正

蔵

』

五

〇

巻

一

三

二

頁

ａ

）

な

ど

に

み

ら

れ

る

仏

記

を

挙

げ

る

も

の

が

多

く

、
『

法

蓮

鈔

』
（

九

四

二

ほ
う
れ
ん
じ
よ
う

頁

）
、
『

安

国

論

御

勘

由

来

』
（

四

二

三

頁

）
、
『

開

目

抄

』
（

五

六

あ

ん

こ

く

ろ

ん

ご

か

ん

ゆ

ら

い

か
い
も
く
し
よ
う



〇

頁

）
ほ

か

に
確

認

さ
れ

ま

す
。

ま

た

、

阿

育

王

が

一

閻

浮

提

の

大

王

と

し

て

君

臨

す

る

こ

と

と

な

っ

た

由

縁

と

し

て

、

百

年

前

、

前

生

に

徳

勝

（

得

勝

）

童

子

と
く
し
よ
う

で

あ

っ

た

時

、

釈

尊

に

対

し

て

戯

れ

に

沙

餅

を

供

養

し

た

功

た
わ
む

い
さ
ご
の
も
ち
い

徳

を

挙

げ

る

例

が

、
『

白

米

和

布

御

書

』
（

一

一

三

二

頁

）
、
『

松

野

殿

御

消

息

』
（

一

一

四

二

頁

）
、
『

兵

衛

志

殿

御

返

事

』
（

一

五

〇
五

～

一
五

〇

六
頁

）
、『
九
郎

太
郎

殿

御
返

事

』（
一
六
〇

三

頁

）
、

『

随

自

意

御

書

』
（

一

六

一

八

頁

）
、
『

窪

尼

御

前

御

返

事

』
（

一

六

四

五

頁

）
、
『

王

日

殿

御

返

事

』
（

一

八

五

三

頁

）

な

ど

に

み

え

ま

す

。

こ

の

故

事

の

典

拠

は

、
『

阿

育

王

伝

』
（
『

正

蔵

』

五

〇

巻

九

九

頁
ｂ

～

）
に

求

め
ら

れ

ま
す

。

（

二

）
弗

沙
弥

多

羅
王

ほ

つ

し

や

み

た

ら

お

う

梵

名

Pusyam
itra

（

プ

シ

ャ

ヤ

ミ

ト

ラ

）
。

弗

沙

弥

多

羅

・

弗

沙

蜜

多

羅

・

弗

舎

密

多

羅

な

ど

と

音

写

し

、

漢

名

は

星

友

と

訳

さ

れ

ま

す
。

在

位
は

、

前
一

八
〇

年

頃
～

前

一
四

四

年
頃

。

前

一

八

〇

年

頃

、

マ

ウ

リ

ヤ

王

朝

（M
aurya

）

の

ブ

リ

ハ

ド

ラ

タ

王

（Brhadratha

）

を

殺

し

て

王

位

に

つ

き

、

シ

ュ

ン

ガ

王

朝

（Sunga

）
を
建

国

し
ま

し

た

。
首
都

パ

ー
タ

リ

プ
ト

ラ
（Pataliputra

、

華

氏

城

）

を

拠

点

に

ガ

ン

ジ

ス

河

流

域

の

北

印

度

を

支

配

し

、

バ

ラ

モ

ン

教

を

復

興

し

て

仏

教

を

抑

圧

し

ま

す

。

鶏

頭

摩

寺

を

再

三

け

い

ず

ま

じ

に

わ

た

っ

て

攻

撃

し

た

ほ

か

、

カ

シ

ミ

ー

ル

ま

で

攻

め

入

っ

て

、

多

く

の
仏

塔

や
伽

藍

を
破

壊

し

、
ま

た

修
行

僧

を
殺

戮

す
る

な

ど

、

各

地

の

僧

伽

に

危

害

を

加

え

た

と

い

わ

れ

ま

す

。

北

印

度

を

併

合

し

、
在

位

三
六

年

で
歿

し

ま
し

た

。

王

が
、

仏

教
を

弾

圧
し

た

理
由

に

つ
い

て

、
『

雑
阿
含

経

』
『

阿

育

王

経

』

で

は

、

阿

育

王

の

起

塔

行

施

を

こ

え

る

偉

業

を

後

世

に

伝

え

る

た

め

に

大

悪

事

を

な

し

て

名

声

を

高

め

よ

う

と

決

意

し

、

破

仏

を

行

っ

た

と

記

さ

れ

ま

す

。

シ

ヴ

ァ

神

崇

拝

を

す

る

弗

沙

弥

多

羅

王

は

、

マ

ウ

リ

ヤ

王

朝

が

進

め

て

き

た

仏

教

保

護

の

政

策

に

反

動

し

、
バ

ラ

モ
ン

教

の
復

興

を
図

っ

た
こ

と

が
わ

か

る
の

で

す

。

日

蓮

遺

文

で

は

、

仏

法

を

破

壊

し

た

悪

王

と

し

て

、

釈

尊

在

世

中

の

波

瑠

璃

王

、

中

国

唐

朝

第

一

五

代

武

宗

皇

帝

（

会

昌

の

廃

は

る

り

お

う

と
う
ち
よ
う

ぶ

そ

う

か
い
し
よ
う

仏

）
、

排

仏

派

の

物

部

守

屋

ら

印

度

・

中

国

・

日

本

三

国

の

は

い

ぶ

つ

は

も

の

の

べ

も

り

や

廃

仏

毀

釈

の

例

示

と

と

も

に

引

き

合

い

に

出

さ

れ

る

こ

と

が

多

は

い

ぶ

つ

き

し

や

く

く

、
そ

の

悪
行

は

、
『

行
敏
訴

状

御
会

通

』
（

五
〇
〇

頁

）
に

「

弗

ぎ

よ

う

び

ん

そ

じ

よ

う

ご

え

つ

う

沙

弥

多

羅

王

は

四

兵

を

興

し

て

五

天

を

回

し

僧

侶

を

殺

し

て

寺

お
こ

め
ぐ
ら

塔

を

焼

く

」

と

み

え

る

ほ

か

、
『

法

華

取

要

抄

』
（

八

一

七

頁

）
、

ほ

つ

け

し

ゆ

よ
う

し

よ

う

『

曽

谷

入

道

殿

許

御

書

』
（

九

〇

〇

頁

）
、
『

法

蓮

鈔

』
（

九

五

四

そ

や

に

ゆ

う

ど

う

ど

の

が

り

ご

し

よ

ほ
う
れ
ん
じ
よ
う

頁

）
、
『

強

仁

状

御

返

事

』
（

一

一

二

三

頁

）

に

も

同

様

の

記

述

が

ご

う

に

ん

じ

よ

う

ご

へ

ん

じ

み

え

ま
す

。

た

か
も
り

だ
い

じ
ょ
う

（
法
華

会
評
議

員
・
立

正
大

学
非
常
勤

講
師

）



日
蓮
遺
文
の
国
王
た
ち

―
印
度
・
西
域
篇
―

（
七
）

「
迦
弐
色
迦
王
・
屹
利
多
王
・
雪
山
下
王
」高

森
大
乗

『

法

華

』

九

八

巻

一

一

号

に

引

き

続

き

、

本

号

で

は

、

印

度

の

ク

シ

ャ

ー

ナ

王

朝

期

の

王

と

し

て

、

迦

弐

色

迦

王

・

屹

利

多

王

・

か

に

し

か

お

う

き

り

た

お

う

雪
山

下

王
に

つ

い
て

、

日
蓮

遺

文
を

紐

解
き

ま

す
。

せ

つ

せ

ん

げ

お

う

四
、

ク

シ
ャ

ー

ナ
王

朝

期
の

王

阿

育

王

（

本

誌

九

八

巻

一

一

号

参

照

）

の

歿

後

、

マ

ウ

リ

ヤ

王

あ

い

く

お

う

朝

は

分

裂

・

衰

退

し

、

つ

い

に

滅

亡

す

る

と

、

ギ

リ

シ

ア

人

や

パ

ル

チ

ア

人

が

各

地

に

侵

入

し

勢

力

を

競

い

合

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

前

二

世

紀

頃

、

北

西

印

度

を

支

配

し

た

ギ

リ

シ

ア

人

の

バ

ク

ト

リ

ア

王

ミ

リ

ン

ダ

（M
ilinda

、

メ

ナ

ン

ド

ロ

ス

王

・

弥

蘭

王

・

弥

蘭
陀

王

）
は

、

仏
教

に

帰
依

し

た
王

と

し
て

知

ら
れ

ま

す
。

同

じ

頃

、

匈

奴

（

フ

ン

族

）

に

追

わ

れ

て

西

遷

し

た

遊

牧

民

の

き
よ
う
ど

せ
い
せ
ん

大

月

氏

は

、

中

央

ア

ジ

ア

の

バ

ク

ト

リ

ア

に

定

着

し

ま

し

た

。

そ

だ

い

が

つ

し

の

支

配

下

に

あ

っ

た

ト

カ

ラ

族

の

五

翕

侯

の

ひ

と

り

貴

霜

ご

き
ゆ
う
こ
う

き

そ

う

（K
usana

）

は

、

紀

元

前

後

に

大

月

氏

に

と

っ

て

か

わ

り

、

他

の

四

翕

侯

を

支

配

し

て

ク

シ

ャ

ー

ナ

王

朝

を

創

設

し

ま

す

（
『

漢

書

西

域

伝

』
）
。
首

都
は

ペ

シ
ャ

ワ

ー
ル
（Purusapura

、
布

楼

沙
補

羅

）

に

置
か

れ

ま
し

た

。

こ

う

し

て

誕

生

し

た

ク

シ

ャ

ー

ナ

朝

は

、

中

央

ア

ジ

ア

か

ら

北

印

度

に

か

け

て

、

一

世

紀

か

ら

三

世

紀

頃

ま

で

栄

え

ま

し

た

。

ク

シ
ャ

ー

ナ
朝

は

、
シ
ル

ク

ロ
ー

ド

の
主

な

都
市

を

支
配

し

た
の

で

、

ギ

リ

シ

ア

・

ロ

ー

マ

や

中

央

ア

ジ

ア

・

中

国

の

文

化

が

出

逢

い

、

ガ

ン

ダ

ー

ラ

美

術

・

マ

ト

ゥ

ー

ラ

美

術

な

ど

の

芸

術

様

式

を

は

じ

め

と

す
る

国

際
色

豊

か
な

融

合
文

化

が
開

花

し
ま

す

。

日

蓮

聖

人

の

遺

文

中

に

お

い

て

は

、

ク

シ

ャ

ー

ナ

王

朝

期

の

代

表

的

な

王

と

し

て

迦

弐

色

迦

王

・

屹

利

多

王

・

雪

山

下

王

の

故

事

か

に

し

か

お

う

き

り

た

お

う

せ

つ

せ

ん

げ

お

う

が

引
か

れ

て
い

ま

す
。

（

一
）

迦

弐
色

迦
王

・

迦
弐

志

迦
王

梵

名

は

、K
anishka

（

カ

ニ

シ

カ

）
。

迦

弐

色

迦

・

迦

弐

志

迦

ぼ
ん
み
よ
う

・

迦

膩

色

迦

な

ど

と

音

写

。

ク

シ

ャ

ー

ナ

王

朝

に

は

カ

ニ

シ

カ

二

世

が

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

ま

す

が

、

第

四

代

君

主

カ

ニ

シ

カ

一

世

を

さ

す

の

が

一

般

的

で

す

。

生

歿

年

は

未

詳

、

治

世

は

一

二

九

～

一

五

二

年

頃

と

さ

れ

ま

す

が

異

説

も

多

く

唱

え

ら

れ

ま

す

（

七

八



年

登

位

説

・

一

四

四

年

登

位

説

な

ど

。
『

雑

宝

蔵

経

』
『

出

三

蔵

と

う

い

記

集

』
『

婆
薮

槃
豆

法

師
伝

』
『

大
唐

西
域

記

』
ほ

か

）
。

王

が

仏
教

に

帰
依

し

た
由

縁
に

つ

い
て

は

、
『

雑
宝
蔵

経

』
『

付

き

え

法

蔵
因

縁

伝

』
『
大
唐

西
域

記

』
な

ど
に

諸

説
が

説

か
れ

ま

す
が

、

領

民

が

多

く

仏

教

徒

で

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

施

策

上

、

仏

教

を

奉

じ

た

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

い

ず

れ

に

せ

よ

、

王

が

仏

教

を

外

護

し

、

各

地

に

仏

塔

を

建

造

し

た

こ

と

は

、

多

く

の

仏

典

の

所

説

か

ら

明

ら

か

で

、

カ

シ

ミ

ー

ル

で

は

説

一

切

有

部

の

阿

羅

漢

五

百

せ

つ

い

つ

さ

い

う

ぶ

あ

ら

か

ん

人

を

集

め

て

『

大

毘

婆

沙

論

』

二

百

巻

を

作

成

し

ま

し

た

。

王

は

だ

い

び

ば

し

や

ろ

ん

ま

た

、
の

ち

の
大

乗

経
典

の

も
と

と

な
っ

た

三
蔵
（
経

蔵
・

律
蔵

さ
ん
ぞ
う

き
よ
う
ぞ
う

り
つ
ぞ
う

・

論

蔵

）

を

編

纂

す

る

第

四

結

集

の

援

助

を

し

た

と

も

伝

え

ら

ろ
ん
ぞ
う

け
つ
じ
ゆ
う

れ

ま

す
。

ま

た

王

が

、

詩

人

ア

シ

ュ

バ

ゴ

ー

シ

ャ

（A
svaghosa

、

馬

鳴

）

め
み
よ
う

と

親

交

を

結

ん

だ

こ

と

も

よ

く

知

ら

れ

る

と

こ

ろ

で

す

。

カ

ニ

シ

カ

王

は

中

央

印

度

の

華

氏

国

を

攻

撃

し

た

際

、

現

地

の

王

に

和

平

か

し

を

請

わ

れ

、

和

議

の

要

償

と

し

て

三

億

金

（
『

付

法

蔵

因

縁

伝

』

で

は

九

億

の

金

宝

）

を

要

求

し

ま

し

た

。

現

地

の

王

が

こ

れ

を

支

払

い

不

可

能

で

あ

る

と

回

答

す

る

と

、

二

億

金

を

減

額

す

る

代

わ

り

に

馬

鳴

を

送

る

よ

う

に

要

求

し

た

と

い

い

ま

す

。

王

は

、

馬

鳴

に

師

事

し

、

馬

鳴

・

大

臣

マ

ー

タ

ラ

（

摩

紀

羅

）
・

医

師

チ

ャ

ラ

カ
（
遮

羅

迦

）
の

三

智
人

は

、
カ

ニ

シ
カ

王

の
親

友

・
善

知

識
（
よ

ぜ

ん

ち

し

き

き

師

）
と

な

っ
た

と

い
い

ま

す
（
『
雑
宝

蔵

経

』
）
。

王

の

歿

後

の

王

統

の

興

廃

は

詳

ら

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

王

に

ふ

た

り

の

王

子

が

い

た

と

伝

え

る

も

の

も

あ

り

（
『

付

法

蔵

因

縁

伝

』
）
、

あ

る

い

は

王

の

歿

後

、

訖

利

多

（krita

）

出

身

の

者

が

き

り

た

王

を

自

称

し

、

僧

徒

を

逐

斥

し

て

仏

法

を

毀

壊

し

た

と

も

伝

え

ら

れ

ま
す

（
『
大
唐

西
域

記

』
）
。

仏

教

を

あ

つ

く

保

護

し

た

迦

弐

色

迦

王

に

対

す

る

日

蓮

聖

人

の

評

価

は

高

く

、
『

顕

謗

法

鈔

』
（

二

六

五

頁

）

で

は

、
「

仏

の

滅

後

け
ん
ほ
う
ぼ
う
し
よ
う

め

つ

ご

四
百

年

に
あ

た

り
て

健

駄
羅

国

の
迦

弐

色
迦

王

、
仏
法

を

貴

み

、

け

ん

だ

ら

こ

く

と
う
と

一

夏

、

僧

を

供

し

仏

法

を

と

い

（

問

）

し

（

以

下

略

）
」

と

、

仏

い

ち

げ

法

を

外

護

す

る

の

み

な

ら

ず

、

仏

教

の

教

説

に

も

深

い

関

心

を

寄

げ

ご

せ

て

い
た

様

子
が

説

か
れ

て

い
ま

す

。

ま

た

、
『

法

蓮

鈔

』
（

九

四

二

頁

・

前

出

）

に

は

、

五

百

人

の

ほ
う
れ
ん
じ
よ
う

阿

羅

漢

を

集

め

て

『

大

毘

婆

沙

論

』

を

編

纂

す

る

こ

と

を

予

言

し

あ

ら

か

ん

だ
い

び

ば

し

や

ろ
ん

た

と

い

う

仏

記

（

釈

尊

が

未

来

世

を

予

期

し

た

言

葉

）

を

挙

げ

ま

ぶ

つ

き

す

。

な

お

、

阿

育

王

を

仏

滅

後

百

年

の

出

世

、

迦

弐

色

迦

王

を

仏

あ

い

く

お

う

滅

後

四

百

年

の

出

世

と

す

る

の

は

、

仏

滅

年

代

と

両

王

の

治

世

年

代

を

比

定

す

る

日

蓮

聖

人

の

理

解

と

認

識

を

示

し

て

い

る

点

で

興

味
深

い

と
こ

ろ

で
す

。

な

お

、
馬

鳴

の
故

事

に
つ

い

て

、
『
報

恩

抄

』
（
一
一

九

九
頁

）

め
み
よ
う

ほ
う
お
ん
し
よ
う

に

は

「

馬

鳴

菩

薩

は

金

銭

三

億

か

か

わ

り

と

な

り

」

と

の

説

示

が



あ

り

ま
す

が

、
こ

こ

に
は

迦

弐
色

迦

王
の

名

は
み

え

ま
せ

ん

。

（

二

）
屹

利

多
王

・

訖
利

多
王

き

り

た

お

う

梵

名

K
rita

。

屹

利
多

・

訖

利

多
な

ど

と
音

写
し

、

漢
名

を

買
得

と

訳
し

ま

す

。
阿

育
王

の

命
で

伝

道
師

の

末
田

底

伽
（M

adhyantika

）

ま

て

ん

だ

い

か

が

カ

シ

ミ

ー

ル

国

に

五

百

の

僧

院

を

造

立

す

る

た

め

に

買

い

集

め

た

奴

隷

集

団

（krita
＝

屹

利

多

）

出

身

の

王

の

意

。

カ

ニ

シ

カ

王

の
歿

後

、
カ
シ

ミ

ー
ル

国
（K

asm
ir

、
迦
湿

弥

羅
国

）
を
支

配

し

、

仏

教

を

弾

圧

し

ま

し

た

が

、

ト

カ

ラ

国

（

都

貨

邏

国

・

大

夏

国

）

の

雪

山
下

王
（
後

述

）
に

よ

っ
て

ほ

ど
な

く

破
ら

れ

ま
し

た
（
『
大

せ

つ

せ

ん

げ

お

う

唐

西

域
記

』
）
。

日

蓮

遺

文

で

は

、

破

仏

法

に

よ

っ

て

国

を

滅

ぼ

し

た

亡

国

の

悪

は

ぶ

つ

ぽ

う

王

と

し
て

、『
行
敏

訴
状

御

会
通

』（
五
〇

〇

頁

）
や
『
神

国

王
御

書

』

ぎ

よ

う

び

ん

そ

じ

よ

う

ご

え

つ

う

し
ん
こ
く
お
う

ご

し

よ

（

八

九

一

頁

）

に

お

い

て

波

瑠

璃

王

や

優

陀

延

王

（

本

誌

九

八

巻

は

る

り

お

う

う

だ

え

ん

お

う

一

号
・

同

四
号

参

照
）

に

比
肩

さ

れ
ま

す

。

特

に
『

報

恩

抄

』
（

一
二
二

四

頁
）

で

は
、

ほ
う
お
ん
し
よ
う

正

法

を

行

ず

る

も

の

を

国

主

あ

だ

み

、

邪

法

を

行

ず

る

者

の

か

た

う

ど

せ

ば

、

大

梵

天

王

・

帝

釈

・

日

月

・

四

天

等

、

だ

い

ぼ

ん

て

ん

の

う

た
い
し
や
く

に
ち
が
つ

し

て

ん

隣

国

の

賢

王

の

身

に

入

り

か

わ

り

て

其

の

国

を

せ

む

べ

し

と

り
ん
ご
く

け
ん
の
う

み

ゆ

。

例

せ

ば

訖

利

多

王

を

雪

山

下

王

の

せ

め

、

大

族

王

を

き

り

た

お

う

だ
い
ぞ
く
お
う

幻

日

王

の

失

ひ

し

が

ご

と

し

。

訖

利

多

王

と

大

族

王

と

は

げ

ん

に

ち

お

う

月

氏

の

仏

法

を

失

ひ

し

王

ぞ

か

し

。

漢

土

に

も

仏

法

を

ほ

ろ

が

つ

し

か

ん

ど

ぼ

し

ゝ
王

、

み
な

賢

王
に

せ

め
ら

れ

ぬ
。

と

、

誹

謗

正

法

の

愚

王

（

訖

利

多

王

・

大

族

王

）

と

護

持

正

法

の

ひ
ほ

う
し
よ
う
ぼ

う

だ
い
ぞ
く
お
う

ご

じ

し

よ

う

ぼ

う

賢

王
（
雪

山
下

王

・
幻

日

王

）
と

の
対

比

の
中

で

例
示

さ

れ

、
謗

法

げ
ん
に
ち
お
う

ほ
う
ぼ
う

の

国

主

が

「

隣

国

の

賢

王

」

に

よ

っ

て

滅

ぼ

さ

れ

た

先

例

と

し

て

り
ん
ご
く

け
ん
の
う

引

か

れ

て

い

ま

す

（

大

族

王

・

幻

日

王

に

つ

い

て

は

次

号

以

降

に

紹
介

）
。

（
三

）

雪
山

下

王
・

●

摩
咀

羅

王

せ

つ

せ

ん

げ

お

う

ひ

ま

た

ら

お

う

ト

カ

ラ

国

（

都

貨

邏

国

・

大

夏

国

）

の

●

摩

咀

羅

王

。

仏

教

を

ひ

ま

た

ら

破

壊

し
た

屹

利
多

王

を
殺

害

し

、
仏

教

を
復

興

さ
せ

ま

し
た
（
『
大

唐

西

域
記

』
）
。
日
蓮

遺

文
中

で

は

、
如

上

の
と

お

り

、
『
報
恩

抄

』

（

一

二

二

四

頁

）

に

お

い

て

、
「

隣

国

の

賢

王

」

の

一

類

と

し

て

引

か
れ

て

お
り

ま

す
。

た
か

も
り

だ
い
じ

ょ
う
（

法
華
会

評
議
員

・
立
正

大
学
非

常
勤
講

師
）


